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今
年
は
ま
た
総
会
の
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、会
費
の
お
振
込
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

第18号
令和6年（2024年）
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昭２８卒
昭３１卒
昭３１卒
昭３１卒
昭３２卒
昭３４卒
昭３５卒
昭３５卒
昭３９卒
昭３９卒
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昭４２卒
昭４３卒
昭４４卒

杉ノ内　義春
藤原　　弘
若宮　　修三
宇田川　四郎
山田　二郎
佃　　昭幸
谷本　　清彦
石川　　陽造
岡田　　行正
中井　　公士
横山　　征一
北條　　　勇
山口　　智三
小河　　利行
小坂　　敏彦
大北　　友博
上村　　俊夫
宮崎　　泰敬

昭４６卒
昭４６卒
昭４７卒
昭４７卒
昭４８卒
昭４９卒
昭５０卒
昭５２卒
昭５４卒
昭５４卒
昭５４卒
昭５４卒
昭５５卒
昭５６卒
昭５６卒
昭５６卒
昭５７卒
昭５７卒

大北　　敏博
増田　　祐一
戸田　　文隆
西川　　敦仁
和木　　和夫
藤谷　　　博
富川　　正徳
橋川　　慎司
北　　 　信康
工　　　　晋
堀　　　 眞英
松本　　仁志
岡　　真二
熊田　　年陽
須田　　賢二
福光　　　徹
大森　　卓二
熊田　　智行

昭５７卒
昭５７卒
昭５８卒
昭５８卒
昭５８卒
昭５８卒
昭５９卒
昭６０卒
昭６０卒
昭６１卒
昭６２卒
昭６２卒
昭６２卒
昭６２卒
昭６３卒
平０１卒
平０３卒
平０４卒

山川　　明俊
石田　　万盛
網谷　　竜一
三嶋　　俊人
松下　　幸大
森　　 　利治
森本　　敬介
鈴木　　総一
中村　　一矢
大森　　　剛
木村　　範行
岩田　　智明
香川　　真志
岡野　　高幸
谷本　　健一
竹原　　章裕
杉山　　　忍
大林　　謙二

平０４卒
平０５卒
平０５卒
平０５卒
平０５卒
平０５卒
平０６卒
平０７卒
平０７卒
平０８卒
平０８卒
平０９卒
平０９卒
平１０卒
平１０卒
平１２卒
平１３卒
平１５卒

結城　　　元
山崎　　　剛
吉田　　　剛
池田　　宜生
野崎　　順平
大林　　恵美
小川　　敏弘
岡本　　三世
久保田　亜紀
吉田　　成良
吉村　  周平
河野　　雅也
溝渕　　隆夫
諏訪　　浩二
立岩　　直樹
緒方　　義人
太田　　智之
富田　　祐輔

平２０卒
平２１卒
平２１卒
平２１卒
平２１卒
平２２卒
平２２卒
平２５卒
平２９卒
平２９卒
平２９卒
平２９卒
平３０卒
平３０卒
令０３卒
令０４卒
令０４卒

小林　　健輔
辰亥　　央将
瀬戸　祐太郎
井上　　将司
中山　　雄介
中原　　大輝
中井　　玄貴
植草　　亮健
米麦　　圭造
植田　　響介
浦　　大輝
荒内　　俊輔
向井　　久人
植田　理久都
笠居　小史郎
坂中　　大貴
山崎　　悠矢

私
が
高
松
商
業
で
過
ご
し
た

３
年
間
は
、
野
球
を
中
心
と
し

た
毎
日
で
し
た
。
昭
和
44
年
に

甲
子
園
に
出
た
い
と
の
思
い

で
、
栃
木
県
か
ら
夢
と
希
望
を

胸
に
、
連
絡
船
に
乗
り
高
松
に

入
っ
た
日
の
事
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

高
商
に
入
学
し
て
か
ら
は
高

商
会
館
に
寄
宿
し
、
野
球
部
で

は
若
宮
先
生
、
岡
田
監
督
、
秋

か
ら
は
久
保
監
督
の
指
導
を
頂

き
、
２
年
の
春
、
夏
に
甲
子
園

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
特

に
夏
は
大
北
先
輩
は
じ
め
全

員
の
力
を
結
集
し
て
、
Ｐ
Ｌ

学
園
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の

準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
高

商
の
力
を
全
国
に
示
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
当
時
は
勝
つ

為
に
厳
し
い
規
律
と
練
習
に

明
け
暮
れ
、
無
我
夢
中
で
走

り
抜
け
ま
し
た
が
、
当
時
を

振
り
返
る
と
野
球
部
で
の
指

導
は
人
間
の
育
成
を
基
に
社

会
に
出
て
も
役
立
つ
、
正
に

理
に
適
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

チ
ー
ム
に
は
「
負
け
な
い

野
球
」
と
い
う
方
針
が
あ

り
、
理
念
と
も
言
え
る
五
箇

条
の
「
部
訓
」
は
根
本
と
な

る
考
え
方
を
示
し
、
礼
儀
、

規
律
は
理
不
尽
と
も
言
え
る

厳
し
さ
で
指
導
頂
き
ま
し

た
。そ

し
て
野
球
は
徹
底
し
た

基
本
練
習
を
経
て
ル
ー
ル
セ

オ
リ
ー
（
理
論
）
の
教
育
。

守
り
で
は
連
携
プ
レ
ー
を
含

む
全
体
の
守
備
練
習
と
個
人

ノ
ッ
ク
、
ミ
ス
が
出
た
時
の

カ
バ
ー
リ
ン
グ
。
攻
撃
で
は

打
て
な
く
て
も
点
を
取
る
為

の
バ
ン
ト
、
走
塁
他
少
な
い

チ
ャ
ン
ス
を
得
点
に
結
び
つ

け
る
練
習
。
そ
し
て
ミ
ス
が

出
る
と
徹
底
し
た
反
復
練
習

で
克
服
し
チ
ー
ム

と
し
て
完
成
さ
せ

大
会
に
臨
む
。
高

商
野
球
部
は
百
年

を
越
す
歴
史
の
中

で
代
々
こ
の
考
え

方
を
継
承
し
て
き

た
と
思
う
と
、
こ

の
一
員
で
あ
る
事

に
感
謝
す
る
ば
か

り
で
す
。

紫雲会東京支部総会開催おめでとうございます

文化部・運動部
学生時代の思い出
西川　敦仁 ［昭47年卒］
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思い出
今
回
は
、
高
商
野
球
部
昭

和
45
年
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト

４
、
個
人
打
撃
成
績
木
製

バ
ッ
ト
で
６
打
席
連
続
安
打

記
録
保
持
者
。
卒
業
後
早
稲

田
大
学
進
学
、
神
宮
で
活
躍

さ
れ
た
西
川
敦
仁
さ
ん
よ
り

高
校
時
代
の
思
い
出
な
ど
コ

メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

ご協賛いただいた、文化部・運動部のご紹介・ご案内ができるスペースです。
個人・団体は問いません。掲載したい内容がある方はお気軽に｢紫雲会東京支部事務局｣までお問い合わせください。
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計89名

紫
雲
会
東
京
支
部
の

歩
み
と
母
校
と
の
絆

名
誉
支
部
長

安
西
　愈
﹇
昭
32
年
卒
﹈

ご挨拶

支
部
長

退
任
あ
い
さ
つ

東
京
支
部
名
誉
支
部
長

北
條
　勇
﹇
昭
39
年
卒
﹈

ご挨拶

安
西
愈

前
支
部
長

（
昭
和
32

年
卒
）
か

ら
７
代
目

東
京
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
が
、支
部
長
就
任
の
話
が
、当

時
の
榎
本
恵
一
支
部
長
代
行
か

ら
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
支
部
長
に
値
す
る
資
質

も
能
力
も
無
い
と
何
度
も
お
断

り
を
し
ま
し
た
が
、
大
勢
い
る

東
京
支
部
役
員
の
中
か
ら
、
私

を
選
ん
で
く
だ
さ
る
方
が
い
る

こ
と
に
感
謝
と
母
校
へ
の
恩
返

し
が
出
来
る
こ
と
な
ら
お
受
け

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

支
部
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）か

ら
２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）ま

で
、
会
則
で
は
支
部
長
２
期
６

年
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結

果
３
期
９
年
間
努
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
３
期
目
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
え
始

め
た
た
め
、対
面
で
の
会
議
・
交

流
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
不

安
な
時
期
を
こ
の
間
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、90
周
年
記
念
総
会
を
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

「
サ
ン
ミ
高
松
」か
ら
、新
た
な

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
が
、「
サ

ン
ミ
高
松
」溝
渕
利
幸
会
長
か

ら
会
場
の
紹
介
と
立
派
な
料
理

を
準
備
頂
く
な
ど
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
支
部
役
員
の
活
躍

で
盛
大
に
記
念
総
会
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
支
部
長
就
任
し
た
年

の
秋
に
母
校
野
球
部
が
「
第
46

回
明
治
神
宮
野
球
大
会
」
で
初

優
勝
を
飾
り
、
翌
年
の
「
第
88

回
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
」

で
55
年
振
り
に
準
優
勝
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

支
部
会
員
並
び
に
役
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
同
期
の
方
々
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
、
支

部
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
、
特
に
同
期
で
前
常
任
理

事
会
議
長
の
池
田
政
廣
君
が
支

部
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
こ
と

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
に
堀 

眞
英
さ
ん（
昭
和
54

年
卒
）
に
８
代
目
支
部
長
を
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
、
新
支
部
長
の
も

と
、
東
京
支
部
が
更
な
る
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
退
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紫
雲
会

東
京
支
部

は
、
昭
和

10
年
頃
、

鈴
木
祥
枝

（
第
１
回
卒
、東
京
海
上
火
災
社

長
）、松
本
昇（
第
１
回
卒
、資
生

堂
社
長
）、鎌
田
正
明
（
第
２
回

卒
、東
京
商
工
中
金
理
事
長
）の

３
名
が
中
心
と
な
り
、
高
松
商

業
の
同
窓
会
を
発
足
さ
せ
、
岡

内
英
夫
氏
な
ど
が
事
務
に
あ
た

っ
た（
母
校
百
周
年
誌
）。

そ
の
後
、戦
争
中
の
中
断
期

間
は
あ
る
も
の
の
今
日
ま
で
99

年
間
続
い
て
い
る
。そ
の
間
の

歴
代
支
部
長
は
、次
の
と
お
り

で
あ
る
。初
代
鈴
木
祥
枝（
明
治

36
年
卒
）、２
代
鎌
田
正
明
氏

（
明
治
38
年
卒
）、３
代
岡
内
英

夫
氏（
大
正
15
年
卒
）、４
代
伊

丹
宏
文
氏（
昭
和
12
年
卒
）、５

代
溝
渕
利
幸
氏（
昭
28
年
卒
）、

６
代
安
西
愈
氏（
昭
32
年
卒
）、

７
代
北
条
勇
氏（
昭
39
年
卒
）、

８
代
堀
眞
英
氏（
昭 

54
年
卒
）

と
継
続
し
て
き
た
。

紫
雲
会
東
京
支
部
は
、
前
記

溝
渕
氏
（
当
時
サ
ン
ミ
高
松
社

長
）
が
支
部
長
に
就
任
し
た
後

の
平
成
16
年
頃
か
ら
従
来
の
大

先
輩
の
負
担
に
頼
る
運
営
か
ら

「
会
員
に
よ
る
会
員
の
た
め
の

同
窓
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
大

改
革
に
着
手
し
、
榎
本
恵
一
支

部
長
代
行（
昭
32
年
卒
）を
中
心

に
、会
則
、資
金
、組
織
、業
務
内

容
、
会
費
制
な
ど
今
日
の
時
代

に
マ
ッ
チ
し
た
改
革
を
進
め
、

印
刷
業
の
楠
昭
次
郎
氏（
昭
35

年
卒
）の
協
力
を
得
て
、「
紫
雲

会
東
京
」と
い
う
機
関
誌
を
平

成
19
年
に
発
刊
し
、今
日
ま
で

17
号
を
数
え
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
25
年
の
東
京
支

部
創
立
80
周
年
記
念
大
会
は
、

お
台
場
の
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
西
館

で
３
０
５
名
の
参
集
を
得
て
盛

大
に
行
っ
た
。

母
校
と
の
関
係
で
は
、
杉
ノ

内
義
春（
昭
28
年
卒
）の
応
援
団

長
の
下
、
全
国
大
会
出
場
の
母

校
の
歓
迎
会
や
応
援
は
欠
か
さ

ず
、
ま
た
募
金
に
も
協
力
し
、

雨
天
練
習
場
の
建
設
が
募
金
不

足
で
県
の
許
可
が
ピ
ン
チ
の
時
、

大
阪
支
部
と
共
同
で
募
集
金
額

の
半
分
を
頑
張
っ
て
達
成
す
る

な
ど
精
一
杯
協
力
し
て
き
た
。

生
徒
は
、
教
師
の
こ
と
を
忘

れ
て
も
教
師
は
生
徒
を
忘
れ
な

い
。
私
は
在
学
中
野
球
の
若
宮

誠
一
先
生
と
は
会
話
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
先
生
の
逝
去

後
、
奥
様
の
節
子
さ
ん
か
ら
手

紙
を
い
た
だ
い
た
。
「
主
人
は

あ
な
た
が
病
弱
（
在
学
中
結
核

で
休
学
）
な
の
に
、
東
京
に

行
っ
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
よ

く
気
に
か
け
て
話
し
て
い
た
の

で
お
手
紙
し
ま
し
た
。
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
涙
な
し

に
は
読
め
な
か
っ
た
。
母
校
と

の
絆
で
あ
る
。

JR品川駅

京急品川駅

ＳＨＩＮＡＧＡＷＡ
ＧＯＯＳ
シンガポール・シーフード・パブリック

マクドナルド
イーストタワー

メインタワー入口

アネックス
タワー

アクアパーク品川

国道15号(第一京浜) 高輪口
(西口)徒歩

2分

mango tree cafe+bar

ウィング
高輪
WEST

品川プリンスホテルメインタワー
15階 トパーズ15

場所

会 費 一律10,000円

品川プリンスホテル

お問合せ先 03-5820-9123 全日警ビルサービス内 紫雲会東京総会事務局

12:00～開始7月6日 土 受付は11:00より開始

令和6年度東京支部 総会のご案内

学生・20歳までは無料招待

（東京都港区高輪4-10-30）

会場：品川プリンスホテルメインタワー15階 トパーズ15
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東
京
紫

雲
会
の
会

員
の
み
な

さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

母
校
、
高
松
商
業
高
校
の
教

育
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
３
月
１
日
に

令
和
５
年
度
の
卒
業
生
を
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
入
学
当

初
か
ら
の
２
年
間
を
数
多
く

の
制
約
を
受
け
な
が
ら
の
高

校
生
活
を
強
い
ら
れ
た
生
徒

た
ち
で
し
た
が
、
特
に
最
終

学
年
と
な
っ
た
令
和
５
年
度

は
、
学
校
の
内
外
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
が
多
少
の
配
慮
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
て
コ
ロ
ナ

前
と
同
等
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
彼
ら
は
そ
れ
ま
で

の
ハ
ン
デ
ィ
も
全
く
感
じ
さ

せ
な
い
活
躍
ぶ
り
で
、
充
実

し
た
日
々
を
駆
け
抜
け
て
く

れ
ま
し
た
。
総
勢
２
９
９
名

の
卒
業
生
の
う
ち
、
約
30
名

ほ
ど
が
故
郷
を
離
れ
首
都
圏

に
次
の
進
路
を
定
め
て
い
ま

す
。
か
つ
て
に
比
べ
関
西
や

西
日
本
志
向
が
強
ま
っ
て
い

る
県
下
の
高
校
の
進
路
傾
向

と
し
て
は
、
本
校
は
関
東
に

進
む
生
徒
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
卒

業
式
の
前
日
の
同
窓
会
入
会

式
に
は
、
東
京
紫
雲
会
よ
り

支
部
長
の
堀 

眞
英
様
に
も

ご
臨
席
賜
り
、
あ
た
た
か
い

激
励
の
こ
と
ば
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
感
謝
申
し
あ
げ

る
と
と
も
に
、
新
天
地
で
の

彼
ら
の
前
途
も
ま
た
ご
支
援

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
諸
先
輩

に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

卒
業
生
に
続
く
次
の
世
代

の
生
徒
た
ち
も
先
輩
に
負
け

な
い
活
躍
の
胎
動
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
春
の

全
国
選
抜
大
会
に
は
本
校
か

ら
５
つ
の
部
活
動
が
香
川
県

や
四
国
を
代
表
し
て
出
場
し

ま
す
。
こ
の
勢
い
で
令
和
６

年
度
も
皆
様
に
元
気
を
お
届

け
で
き
た
ら
、
と
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

紫
雲
会

東
京
支
部

の
皆
様
に

お
か
れ
て

は
日
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
は
日
頃
か
ら
紫
雲
会
の
活

動
に
つ
い
て
格
別
な
ご
支
援

を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

東
京
支
部
は
設
立
か
ら
90

年
を
超
え
て
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
90
年
前
と
言

え
ば
戦
前
の
事
で
あ
り
、
古

く
か
ら
高
商
の
先
輩
方
が
首

都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の

間
日
本
の
社
会
に
は
大
き
な

変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
首
都

東
京
に
お
け
る
変
動
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
変
動
の
中
で
今

日
ま
で
東
京
支
部
の
活
動
が

続
い
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え

に
役
員
の
皆
様
方
や
会
員
の

皆
様
方
の
母
校
愛
に
よ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
卒
業
し
て

何
年
経
っ
て
も
母
校
へ
の
思
い

は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
ヨ
ッ
ト
部
が
世
界
選

手
権
出
場
と
い
う
快
挙
を
遂

げ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
へ

の
遠
征
の
費
用
が
高
額
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

卒
業
し
た
ば
か
り
の
ヨ
ッ
ト

部
Ｏ
Ｂ
が
東
京
支
部
の
総
会

に
出
席
し
寄
付
の
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様

か
ら
多
額
の
寄
付
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
母
校
愛

の
表
れ
と
思
い
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
生
徒
た
ち
が
大

会
で
東
京
方
面
に
来
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
折
に
は
、
引
き
続

き
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な
ど

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
へ
の
ご
支
援
、
紫
雲
会
へ

の
ご
協
力
を
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
部
の
今
後
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紫
雲
会
会
長
挨
拶

紫
雲
会
会
長

岡
　義
博
﹇
昭
43
年
卒
﹈

紫
雲
会

大
阪
支
部
長
挨
拶

紫
雲
会
大
阪
支
部
長

外
山 

公
一
﹇
昭
50
年
卒
﹈

ご挨拶

紫
雲
会

東
京
支
部

の
皆
様
に

お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

校
長
挨
拶

ご挨拶

高
松
商
業
高
等
学
校

校
長
　  

山
本 

主
税

ご挨拶

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
６
月
、
創
立
70
周

年
記
念
の
定
時
総
会
で
支
部

長
と
な
り
早
２
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
野
球

部
の
甲
子
園
出
場
で
す
が
、

昨
年
春
の
選
抜
野
球
大
会
以

来
２
０
２
３
年
夏
・
２
０
２

４
年
春
の
出
場
が
果
た
せ
て

い
な
い
中
で
、
今
年
の
夏
の

甲
子
園
出
場
に
は
是
非
と
も

出
場
を
決
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

紫
雲
会
総
会
に
お
い
て
、

野
球
部
の
甲
子
園
出
場
の
有

無
は
本
部
・
東
京
支
部
、
大

阪
支
部
の
総
会
へ
の
参
加
率

に
大
き
く
左
右
す
る
要
因
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
大
阪
支
部
は
毎
年
６

月
開
催
、
東
京
支
部
は
７
月

開
催
と
夏
の
甲
子
園
の
出
場

の
期
待
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

参
加
率
も
上
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
今
年
の
春
の
大
会
の
結

果
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
何
と
し
て
で
も
優
勝
し

て
ほ
し
い
と
懇
願
し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
何
度
か
話
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
総
会
へ
の
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
中
で
何
と
か
し
て

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
対
策

を
講
じ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
対
策
の
第
一
弾
と

し
て
、今
年
関
西
へ
進
学
・
就

職
す
る
卒
業
生
に
対
し
５
月

に
歓
迎
ラ
ン
チ
会
を
実
施
致

し
ま
す
が
、
卒
業
前
に
歓
迎

ラ
ン
チ
会
の
案
内
を
実
施

し
、
卒
業
式
の
日
に
出
欠
の

確
認
を
取
り
ま
し
た
が
、
１

０
０
名
の
対
象
者
に
対
し
49

名
か
ら
の
返
答
が
あ
り
、
残

念
な
が
ら
参
加
希
望
者
は
８

名
で
し
た
。

欠
席
の
理
由
は
、
進
学
し

て
か
ら
の
予
定
が
わ
か
ら
な

い
の
で
返
答
で
き
な
い
、
部

活
で
行
け
な
い
、
予
定
が
あ

る
等
の
返
答
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
白
紙
回
答
の
方
も

あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
卒
業
生
に
総
会

の
案
内
を
し
て
出
席
者
は
０

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
考
え
ま

す
と
８
名
が
歓
迎
ラ
ン
チ
会

に
参
加
し
て
頂
け
る
の
は
一

歩
前
進
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
予

定
が
未
定
の
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
予
定
が
あ
る
ま
た

は
白
紙
回
答
の
方
に
も
４
月

に
案
内
を
し
て
、
参
加
者
増

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
、
何
名
の
参
加
者
に

な
っ
た
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
京
支
部
総
会
で
発
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
終
参
加
人
数
は
ま
だ
未

確
定
で
す
が
、
６
月
に
開
催

す
る
総
会
へ
の
導
線
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
肝

に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
部
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

期間：令和5年4月1日～令和6年3月31日　単位：円 期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日　単位：円

東京支部収支・予算報告／活動報告・計画東京支部収支・予算報告／活動報告・計画
令和５年度および6年度

7日
15日

9日
20日
1日
3日

10日
29日
1日

8日

23日
4日
28日
12日
18日

29日
16日

４月

５月

６月

７月

９月
10月

11月

2月
3月

90周年記念総会に向けた事前参加人数調査アンケート
運動部238名、文化部130名 計338名へ事前に往
復はがきによる調査
返信　あり　251名（出席44名、欠席207名）
返信　無し　87名

交流委員会
第16回ゴルフ大会（四街道ゴルフクラブ）
年次幹事委員会　90周年記念総会に向けた動員打合せ
（京橋プラザ）

90周年記念総会会場にて打合せ(銀座フェニックスプラザ）
90周年記念総会打合せ（京橋プラザ）
紫雲会会報17号発行
90周年記念総会委員会メンバー12名にて打合せ　総
会出欠ハガキ発送（浜町にて）

紫雲会大阪支部総会出席
90周年記念総会会場にて打合せ（銀座フェニックスプラザ）
90周年記念総会委員会打合せ　招待客等の名札ケー
ス作成・式次第等打合せ

90周年記念総会　招待客合わせて120名（銀座フェ
ニックスプラザ）

紫雲会高松本部総会出席
第17回ゴルフ大会（ＣＰＧカントリークラブ）
常任理事会に向けた打合せ（浜町にて）
香川県人会開催（東京プリンスホテル）
常任理事会　それぞれの委員会のメンバー選出と引継
ぎについて（堀留町区民館）

高松商業高校紫雲会入会式
東京支部常任理事会

5日

8日

6日
23日
18日

4日

４月

５月

６月

７月

９月
10月
11月

1月
2月
3月

年次幹事委員会 総会関係打合せ、役員就任・退任確認
第18回ゴルフ大会　（四街道ゴルフクラブ）
年次幹事会　会報校正、総会案内状発送準備　
県人会理事会出席
総会委員会メンバー会議　総会出席者確認、司会者・

式次第確認
紫雲会大阪支部総会出席
総会委員会メンバー会議　総会直前打ち合わせ
東京支部総会
紫雲会高松本部総会出席
第19回ゴルフ大会（ＣＰＧカントリークラブ）
常任理事会・オリーブ会旅行計画
香川県人会出席
会報委員会、表彰委員会
総務委員会　次年度予算案作成
東京支部常任理事会
卒業式出席、紫雲会入会式

東京支部活動報告 東京支部活動予定

検索

東京支部会の収支報告や活動内容は、紫雲会
東京支部の公式ホームページで詳しくご覧い
ただけます。

紫雲会東京ホームページ
siunkai-tokyo.org

スマホで
スキャン

令和５年度 収支報告書紫雲会東京支部 令和６年度 収支予算書紫雲会東京支部

紫雲会 東京支部

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の全額個人負担

＊各委員会の出席者は、会議費の全額個人負担＊会報は賛助金のみ

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費半額を紫雲会が負担＊各委員会の出席者は、

会議費の全額個人負担（但し,年次幹事員会は2000円/人を紫雲会が負担）＊会報は賛助金のみ

令和

５年度
令和

6年度

支出

総会費用

　食事＠9,900×120名

　人件費

　会場費　　　　　　　　　

　出演料

　雑費　　　　　　　　　　  

　表彰　　　　　　　　　　  

総会案内 会報発送費返信はがき他

事務消耗品･通信費

旅費交通費

慶弔

振込負担金

会議費補助

　役員会

　常任理事会

　年次幹事会

　各委員会

委員会補助金

　年次幹事委員会同期会補助金

会報発行費17号紙

ホームページ更新委託費 新規スマホ用

事務局費

四国新聞

母校活動支援

予備費

552,000

119,000

90,000

21,000

100,000

2,985,859

671,000

48,000

322,000

510,000

211,000

300,000

48,000

400,000

4,000

17

5,499,876

2,211,437

366,826

46,727

222,016

20,000

40,922

57,050

457,380

77,000

50,000

55,000

30,000

1,865,518

5,499,876

収入

前年度繰越

総会会費

　男＠     10,000×  75名　

　女＠     10,000×  25名       

お祝金

役員年会費

一般年会費

会報賛助金･広告費

　賛助金　　　

　　＠      ×  名　　

　　＠      ×  名　　

　企業広告

本部補助金

収入

前年度繰越

総会会費

　男＠8,000×69名　

　女＠7,000×17名       

お祝金

役員年会費

一般年会費

会報賛助金･広告費

　賛助金　　　

　　＠5,000×18名　　

　　＠3,000×7名　　

　企業広告

本部補助金

寄付金

90周年積立から

四国新聞

利息

支出

総会費用

　食事＠12000×120名　

　会場費　(看板代)　　　　　　　　

　雑費　　　　　　　　　　  

　表彰　　　　　　　　　　  

総会案内 会報発送費返信はがき他

事務消耗品･通信費

旅費交通費

慶弔

振込負担金

会議費補助

　役員会

　常任理事会

　年次幹事会

　各委員会

委員会補助金

 年次幹事委員会同期会補助金 55,000

会報発行費18号紙

ホームページ更新委託費 

事務局費

母校活動支援

予備費

1,865,518

1,000,000

30,000

320,000

600,000

100,000

260,000

300,000

4,475,518

1,490,000

20,000

250,000

50,000

175,000

40,000

50,000

40,000

24,000

55,000

400,000

70,000

50,000

300,000

100,000

1,361,518

4,475,518

1,188,000

82,500

688,600

100,000

132,337

20,000

55,950

1,100

1,440,000

50,000

当年度収入合計(2,514,017)

計　　　　　　　　　

当年度支出合計(3,634,358)

次年度繰越　　　　　

計　　　　　　　　　

当年度収入合計(2,610,000)

計　　　　　　　　　

当年度支出合計(3,114,000)

次年度繰越　　　　　

計　　　　　　　　　
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券売機登場松山線全通の新聞記事

高松駅 駅ホーム 駅前花時計
高松駅 バス停

高松駅 駅舎 現在のJR高松駅北側現在のJR高松駅＆駅ビル（オルネ）

現在の屋島 現在の花時計現在の高松港＆サンポートアリーナ

現在の高松駅（改札口） 現在建設中の徳島文理大学（高松駅を上から撮影）現在の玉藻城

写真で辿る故郷の今昔
高松駅

(JR四国様提供)

紫雲会東京支部創立90周年記念総会紫雲会東京支部創立90周年記念総会

東
京
支
部
総
会
が
令
和
５

年
７
月
８
日
12
時
か
ら
銀
座

の
銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
来
賓
の
皆
様

（
紫
雲
会
本
部
、
大
阪
支
部
、

学
校
等
か
ら
）
を
含
め
お
よ

そ
１
２
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
役
員
人
事
、
予

算
、
活
動
計
画
等
新
年
度
の

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
人
事
で
新
支
部
長
に

は
、
昭
和
54
年
卒
の
堀 

眞

英
氏
が
選
ば
れ
新
役
員
も
あ

わ
せ
て
決
定
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
移
り
来
賓
の
皆

様
を
含
め
同
期
生
、
先
輩
、

後
輩
と
の
再
会
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

①
高
松
一
高
出
身
の
西
浦

詩
織
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
会

②
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
野
球
解

説
者
の
大
矢
正
成
氏
の
高
校

野
球
界
の
現
状
解
説
と
山
口

冨
士
雄
高
商
俱
楽
部
会
長
、

52
年
前
の
ベ
ス
ト
４
メ
ン

バ
ー
大
北
敏
博
氏
ら
を
交
え

た
甲
子
園
談
義
で
話
は
尽
き

ず
予
定
時
間
を
延
長
す
る
ほ

ど
で
し
た
。

談
義
の
前
に
は
46
年
前
の

映
像
や
88
回
春
の
選
抜
甲
子

園
大
会
決
勝
戦
の
映
像
を
は

じ
め
昨
年
夏
、
今
年
春
の
大

会
等
で
の
活
躍
状
況
を
懐
か

し
く
視
聴
し
ま
し
た
。

90
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

で
早
く
か
ら
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
な
が
ら
度
重
な
る

変
更
に
も
拘
わ
ら
ず
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

紫
雲
会
東
京
支
部

　
前
支
部
長
　
北
條
　
勇

　
新
支
部
長
　
堀
　
眞
英

令和5年7月8日(土)銀座フェニックスプラザ 東京都中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館



3面　　令和 6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京 2面　　令和6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京

東
京
紫

雲
会
の
会

員
の
み
な

さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

母
校
、
高
松
商
業
高
校
の
教

育
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
３
月
１
日
に

令
和
５
年
度
の
卒
業
生
を
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
入
学
当

初
か
ら
の
２
年
間
を
数
多
く

の
制
約
を
受
け
な
が
ら
の
高

校
生
活
を
強
い
ら
れ
た
生
徒

た
ち
で
し
た
が
、
特
に
最
終

学
年
と
な
っ
た
令
和
５
年
度

は
、
学
校
の
内
外
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
が
多
少
の
配
慮
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
て
コ
ロ
ナ

前
と
同
等
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
彼
ら
は
そ
れ
ま
で

の
ハ
ン
デ
ィ
も
全
く
感
じ
さ

せ
な
い
活
躍
ぶ
り
で
、
充
実

し
た
日
々
を
駆
け
抜
け
て
く

れ
ま
し
た
。
総
勢
２
９
９
名

の
卒
業
生
の
う
ち
、
約
30
名

ほ
ど
が
故
郷
を
離
れ
首
都
圏

に
次
の
進
路
を
定
め
て
い
ま

す
。
か
つ
て
に
比
べ
関
西
や

西
日
本
志
向
が
強
ま
っ
て
い

る
県
下
の
高
校
の
進
路
傾
向

と
し
て
は
、
本
校
は
関
東
に

進
む
生
徒
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
卒

業
式
の
前
日
の
同
窓
会
入
会

式
に
は
、
東
京
紫
雲
会
よ
り

支
部
長
の
堀 

眞
英
様
に
も

ご
臨
席
賜
り
、
あ
た
た
か
い

激
励
の
こ
と
ば
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
感
謝
申
し
あ
げ

る
と
と
も
に
、
新
天
地
で
の

彼
ら
の
前
途
も
ま
た
ご
支
援

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
諸
先
輩

に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

卒
業
生
に
続
く
次
の
世
代

の
生
徒
た
ち
も
先
輩
に
負
け

な
い
活
躍
の
胎
動
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
春
の

全
国
選
抜
大
会
に
は
本
校
か

ら
５
つ
の
部
活
動
が
香
川
県

や
四
国
を
代
表
し
て
出
場
し

ま
す
。
こ
の
勢
い
で
令
和
６

年
度
も
皆
様
に
元
気
を
お
届

け
で
き
た
ら
、
と
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

紫
雲
会

東
京
支
部

の
皆
様
に

お
か
れ
て

は
日
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
は
日
頃
か
ら
紫
雲
会
の
活

動
に
つ
い
て
格
別
な
ご
支
援

を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

東
京
支
部
は
設
立
か
ら
90

年
を
超
え
て
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
90
年
前
と
言

え
ば
戦
前
の
事
で
あ
り
、
古

く
か
ら
高
商
の
先
輩
方
が
首

都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の

間
日
本
の
社
会
に
は
大
き
な

変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
首
都

東
京
に
お
け
る
変
動
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
変
動
の
中
で
今

日
ま
で
東
京
支
部
の
活
動
が

続
い
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え

に
役
員
の
皆
様
方
や
会
員
の

皆
様
方
の
母
校
愛
に
よ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
卒
業
し
て

何
年
経
っ
て
も
母
校
へ
の
思
い

は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
ヨ
ッ
ト
部
が
世
界
選

手
権
出
場
と
い
う
快
挙
を
遂

げ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
へ

の
遠
征
の
費
用
が
高
額
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

卒
業
し
た
ば
か
り
の
ヨ
ッ
ト

部
Ｏ
Ｂ
が
東
京
支
部
の
総
会

に
出
席
し
寄
付
の
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様

か
ら
多
額
の
寄
付
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
母
校
愛

の
表
れ
と
思
い
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
生
徒
た
ち
が
大

会
で
東
京
方
面
に
来
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
折
に
は
、
引
き
続

き
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な
ど

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
へ
の
ご
支
援
、
紫
雲
会
へ

の
ご
協
力
を
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
部
の
今
後
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紫
雲
会
会
長
挨
拶

紫
雲
会
会
長

岡
　義
博
﹇
昭
43
年
卒
﹈

紫
雲
会

大
阪
支
部
長
挨
拶

紫
雲
会
大
阪
支
部
長

外
山 

公
一
﹇
昭
50
年
卒
﹈

ご挨拶

紫
雲
会

東
京
支
部

の
皆
様
に

お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

校
長
挨
拶

ご挨拶

高
松
商
業
高
等
学
校

校
長
　  

山
本 

主
税

ご挨拶

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
６
月
、
創
立
70
周

年
記
念
の
定
時
総
会
で
支
部

長
と
な
り
早
２
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
野
球

部
の
甲
子
園
出
場
で
す
が
、

昨
年
春
の
選
抜
野
球
大
会
以

来
２
０
２
３
年
夏
・
２
０
２

４
年
春
の
出
場
が
果
た
せ
て

い
な
い
中
で
、
今
年
の
夏
の

甲
子
園
出
場
に
は
是
非
と
も

出
場
を
決
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

紫
雲
会
総
会
に
お
い
て
、

野
球
部
の
甲
子
園
出
場
の
有

無
は
本
部
・
東
京
支
部
、
大

阪
支
部
の
総
会
へ
の
参
加
率

に
大
き
く
左
右
す
る
要
因
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
大
阪
支
部
は
毎
年
６

月
開
催
、
東
京
支
部
は
７
月

開
催
と
夏
の
甲
子
園
の
出
場

の
期
待
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

参
加
率
も
上
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
今
年
の
春
の
大
会
の
結

果
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
何
と
し
て
で
も
優
勝
し

て
ほ
し
い
と
懇
願
し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
何
度
か
話
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
総
会
へ
の
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
中
で
何
と
か
し
て

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
対
策

を
講
じ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
対
策
の
第
一
弾
と

し
て
、今
年
関
西
へ
進
学
・
就

職
す
る
卒
業
生
に
対
し
５
月

に
歓
迎
ラ
ン
チ
会
を
実
施
致

し
ま
す
が
、
卒
業
前
に
歓
迎

ラ
ン
チ
会
の
案
内
を
実
施

し
、
卒
業
式
の
日
に
出
欠
の

確
認
を
取
り
ま
し
た
が
、
１

０
０
名
の
対
象
者
に
対
し
49

名
か
ら
の
返
答
が
あ
り
、
残

念
な
が
ら
参
加
希
望
者
は
８

名
で
し
た
。

欠
席
の
理
由
は
、
進
学
し

て
か
ら
の
予
定
が
わ
か
ら
な

い
の
で
返
答
で
き
な
い
、
部

活
で
行
け
な
い
、
予
定
が
あ

る
等
の
返
答
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
白
紙
回
答
の
方
も

あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
卒
業
生
に
総
会

の
案
内
を
し
て
出
席
者
は
０

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
考
え
ま

す
と
８
名
が
歓
迎
ラ
ン
チ
会

に
参
加
し
て
頂
け
る
の
は
一

歩
前
進
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
予

定
が
未
定
の
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
予
定
が
あ
る
ま
た

は
白
紙
回
答
の
方
に
も
４
月

に
案
内
を
し
て
、
参
加
者
増

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
、
何
名
の
参
加
者
に

な
っ
た
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
京
支
部
総
会
で
発
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
終
参
加
人
数
は
ま
だ
未

確
定
で
す
が
、
６
月
に
開
催

す
る
総
会
へ
の
導
線
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
肝

に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
部
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

期間：令和5年4月1日～令和6年3月31日　単位：円 期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日　単位：円

東京支部収支・予算報告／活動報告・計画東京支部収支・予算報告／活動報告・計画
令和５年度および6年度

7日
15日

9日
20日
1日
3日

10日
29日
1日

8日

23日
4日
28日
12日
18日

29日
16日

４月

５月

６月

７月

９月
10月

11月

2月
3月

90周年記念総会に向けた事前参加人数調査アンケート
運動部238名、文化部130名 計338名へ事前に往
復はがきによる調査
返信　あり　251名（出席44名、欠席207名）
返信　無し　87名

交流委員会
第16回ゴルフ大会（四街道ゴルフクラブ）
年次幹事委員会　90周年記念総会に向けた動員打合せ
（京橋プラザ）

90周年記念総会会場にて打合せ(銀座フェニックスプラザ）
90周年記念総会打合せ（京橋プラザ）
紫雲会会報17号発行
90周年記念総会委員会メンバー12名にて打合せ　総
会出欠ハガキ発送（浜町にて）

紫雲会大阪支部総会出席
90周年記念総会会場にて打合せ（銀座フェニックスプラザ）
90周年記念総会委員会打合せ　招待客等の名札ケー
ス作成・式次第等打合せ

90周年記念総会　招待客合わせて120名（銀座フェ
ニックスプラザ）

紫雲会高松本部総会出席
第17回ゴルフ大会（ＣＰＧカントリークラブ）
常任理事会に向けた打合せ（浜町にて）
香川県人会開催（東京プリンスホテル）
常任理事会　それぞれの委員会のメンバー選出と引継
ぎについて（堀留町区民館）

高松商業高校紫雲会入会式
東京支部常任理事会

5日

8日

6日
23日
18日

4日

４月

５月

６月

７月

９月
10月
11月

1月
2月
3月

年次幹事委員会 総会関係打合せ、役員就任・退任確認
第18回ゴルフ大会　（四街道ゴルフクラブ）
年次幹事会　会報校正、総会案内状発送準備　
県人会理事会出席
総会委員会メンバー会議　総会出席者確認、司会者・

式次第確認
紫雲会大阪支部総会出席
総会委員会メンバー会議　総会直前打ち合わせ
東京支部総会
紫雲会高松本部総会出席
第19回ゴルフ大会（ＣＰＧカントリークラブ）
常任理事会・オリーブ会旅行計画
香川県人会出席
会報委員会、表彰委員会
総務委員会　次年度予算案作成
東京支部常任理事会
卒業式出席、紫雲会入会式

東京支部活動報告 東京支部活動予定

検索

東京支部会の収支報告や活動内容は、紫雲会
東京支部の公式ホームページで詳しくご覧い
ただけます。

紫雲会東京ホームページ
siunkai-tokyo.org

スマホで
スキャン

令和５年度 収支報告書紫雲会東京支部 令和６年度 収支予算書紫雲会東京支部

紫雲会 東京支部

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の全額個人負担

＊各委員会の出席者は、会議費の全額個人負担＊会報は賛助金のみ

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費半額を紫雲会が負担＊各委員会の出席者は、

会議費の全額個人負担（但し,年次幹事員会は2000円/人を紫雲会が負担）＊会報は賛助金のみ

令和

５年度
令和

6年度

支出

総会費用

　食事＠9,900×120名

　人件費

　会場費　　　　　　　　　

　出演料

　雑費　　　　　　　　　　  

　表彰　　　　　　　　　　  

総会案内 会報発送費返信はがき他

事務消耗品･通信費

旅費交通費

慶弔

振込負担金

会議費補助

　役員会

　常任理事会

　年次幹事会

　各委員会

委員会補助金

　年次幹事委員会同期会補助金

会報発行費17号紙

ホームページ更新委託費 新規スマホ用

事務局費

四国新聞

母校活動支援

予備費

552,000

119,000

90,000

21,000

100,000

2,985,859

671,000

48,000

322,000

510,000

211,000

300,000

48,000

400,000

4,000

17

5,499,876

2,211,437

366,826

46,727

222,016

20,000

40,922

57,050

457,380

77,000

50,000

55,000

30,000

1,865,518

5,499,876

収入

前年度繰越

総会会費

　男＠     10,000×  75名　

　女＠     10,000×  25名       

お祝金

役員年会費

一般年会費

会報賛助金･広告費

　賛助金　　　

　　＠      ×  名　　

　　＠      ×  名　　

　企業広告

本部補助金

収入

前年度繰越

総会会費

　男＠8,000×69名　

　女＠7,000×17名       

お祝金

役員年会費

一般年会費

会報賛助金･広告費

　賛助金　　　

　　＠5,000×18名　　

　　＠3,000×7名　　

　企業広告

本部補助金

寄付金

90周年積立から

四国新聞

利息

支出

総会費用

　食事＠12000×120名　

　会場費　(看板代)　　　　　　　　

　雑費　　　　　　　　　　  

　表彰　　　　　　　　　　  

総会案内 会報発送費返信はがき他

事務消耗品･通信費

旅費交通費

慶弔

振込負担金

会議費補助

　役員会

　常任理事会

　年次幹事会

　各委員会

委員会補助金

 年次幹事委員会同期会補助金 55,000

会報発行費18号紙

ホームページ更新委託費 

事務局費

母校活動支援

予備費

1,865,518

1,000,000

30,000

320,000

600,000

100,000

260,000

300,000

4,475,518

1,490,000

20,000

250,000

50,000

175,000

40,000

50,000

40,000

24,000

55,000

400,000

70,000

50,000

300,000

100,000

1,361,518

4,475,518

1,188,000

82,500

688,600

100,000

132,337

20,000

55,950

1,100

1,440,000

50,000

当年度収入合計(2,514,017)

計　　　　　　　　　

当年度支出合計(3,634,358)

次年度繰越　　　　　

計　　　　　　　　　

当年度収入合計(2,610,000)

計　　　　　　　　　

当年度支出合計(3,114,000)

次年度繰越　　　　　

計　　　　　　　　　

7面　　令和 6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京 6面　　令和6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京

券売機登場松山線全通の新聞記事

高松駅 駅ホーム 駅前花時計
高松駅 バス停

高松駅 駅舎 現在のJR高松駅北側現在のJR高松駅＆駅ビル（オルネ）

現在の屋島 現在の花時計現在の高松港＆サンポートアリーナ

現在の高松駅（改札口） 現在建設中の徳島文理大学（高松駅を上から撮影）現在の玉藻城

写真で辿る故郷の今昔
高松駅

(JR四国様提供)

紫雲会東京支部創立90周年記念総会紫雲会東京支部創立90周年記念総会

東
京
支
部
総
会
が
令
和
５

年
７
月
８
日
12
時
か
ら
銀
座

の
銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
来
賓
の
皆
様

（
紫
雲
会
本
部
、
大
阪
支
部
、

学
校
等
か
ら
）
を
含
め
お
よ

そ
１
２
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
役
員
人
事
、
予

算
、
活
動
計
画
等
新
年
度
の

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
人
事
で
新
支
部
長
に

は
、
昭
和
54
年
卒
の
堀 

眞

英
氏
が
選
ば
れ
新
役
員
も
あ

わ
せ
て
決
定
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
移
り
来
賓
の
皆

様
を
含
め
同
期
生
、
先
輩
、

後
輩
と
の
再
会
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

①
高
松
一
高
出
身
の
西
浦

詩
織
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
会

②
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
野
球
解

説
者
の
大
矢
正
成
氏
の
高
校

野
球
界
の
現
状
解
説
と
山
口

冨
士
雄
高
商
俱
楽
部
会
長
、

52
年
前
の
ベ
ス
ト
４
メ
ン

バ
ー
大
北
敏
博
氏
ら
を
交
え

た
甲
子
園
談
義
で
話
は
尽
き

ず
予
定
時
間
を
延
長
す
る
ほ

ど
で
し
た
。

談
義
の
前
に
は
46
年
前
の

映
像
や
88
回
春
の
選
抜
甲
子

園
大
会
決
勝
戦
の
映
像
を
は

じ
め
昨
年
夏
、
今
年
春
の
大

会
等
で
の
活
躍
状
況
を
懐
か

し
く
視
聴
し
ま
し
た
。

90
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

で
早
く
か
ら
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
な
が
ら
度
重
な
る

変
更
に
も
拘
わ
ら
ず
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

紫
雲
会
東
京
支
部

　
前
支
部
長
　
北
條
　
勇

　
新
支
部
長
　
堀
　
眞
英

令和5年7月8日(土)銀座フェニックスプラザ 東京都中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館
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TOPICS
トピックス

部活動

今年の部活動のトピックス

大会には、男子の部では中村 祥太郎選手、大谷 宙輝選手、女子の部では芳
田 美羽選手、佐久間 絵菜選手がそれぞれ出場しました。

紫
雲
会
東
京
で
は
、
関

東
地
域
開
催
の
全
国
大
会

出
場
チ
ー
ム
、
選
手
へ
お

祝
い
金
（
３
万
円
）
を
贈

呈
し
て
激
励
を
し
て
お
り

ま
す
。

各
部
活
動
の
先
輩
方
も

声
を
掛
け
合
っ
て
応
援
に

駆
け
つ
け
、
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

下
記
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活

別
東
京
支
部
在
籍
数
を
ご

連
絡
致
し
ま
す
。
是
非
部

活
別
で
の
懇
親
を
希
望
し

ま
す
。尚
、個
人
情
報
の
関

係
か
ら
お
名
前
、等
の
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局 

堀
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

- S
iunkai.TOKYO -

GOLF CONPETITION

第１7回ゴルフ大会のご報告
10月4日（水）CPGカントリークラブ
優勝 ･････････････ 藤川 和信（昭46年卒）
準優勝 ･･･････････ 堀　眞英（昭54年卒）
３位 ･････････････ 太田 政輝（昭40年卒）
ベストグロス賞 ･･･太田 政輝（昭40年卒） 

令和５年度

第１8回ゴルフ大会のご報告
4月5日（金）四街道ゴルフ倶楽部
優勝 ･････････････ 久保 文典（昭45年卒）
準優勝 ･･･････････ 北條 勇（昭39年卒）
３位 ･････････････ 池下 高広（昭57年卒）
ベストグロス賞 ･･･北條 勇（昭39年卒） 

令和6年度 今
回
は
残
念
な
が
ら

秋
晴
れ
の
好
天
で
は
無

く
、
ス
タ
ー
ト
時
小
雨

の
下
で
の
ゴ
ル
フ
で
し

た
が
、
５
ホ
ー
ル
目
位

か
ら
雨
も
あ
が
り
、
楽

し
い
親
睦
ゴ
ル
フ
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
は
、
若
手
の
活

躍
が
目
立
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
旧
来
か
ら
の

参
加
者
も
強
烈
な
刺
激

を
受
け
て
、
今
回
は
旧

来
か
ら
の
参
加
者
で
あ

る
、
藤
川
和
信
さ
ん
が

２
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
２
位
は
堀

眞
英
支
部
長
、
３
位
は

太
田
政
輝
さ
ん
で
し

た
。Ｂ

・
Ｇ
も
３
位
の
太

田
さ
ん
で
し
た
。

今
回
は
春
の
菜
種
梅
雨
の

中
、
曇
り
空
で
気
温
も
10
度

と
２
月
後
半
の
寒
さ
の
中
、

心
配
し
て
い
た
雨
に
降
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
親
睦

ゴ
ル
フ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
参
加
者
が
12
名
と

少
な
い
人
数
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
最
近
の
大
会
は

若
手
の
活
躍
が
目
立
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
も
旧
来

か
ら
の
参
加
者
で
あ
る
、
久

保
文
則
さ
ん
が
２
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
２
位

は
北
條
　
勇
名
誉
支
部
長
、

３
位
は
若
手
の
池
下
高
広
さ

ん
で
し
た
。
Ｂ
・
Ｇ
は
２
位

の
北
條
　
勇
名
誉
支
部
長
で

し
た
。

令和６年９月９日(月)

千葉県市原市川在974 TEL 0436-36-1251
クラブバスＪＲ五井駅東口 8時30分
（バス利用は事前予約が必要です。）

幹事 尾﨑行雄(昭49年卒)
締切り
申込み先

第19回ゴルフ大会のご案内
令和6年10月18日(金)CPGカントリークラブ
朝９時(スタートアウト/９時２７分～７組)

女性のご参加大歓迎！若手会員の皆様も
ご参加ください。皆様のご参加をお待ちしております。

令
和
6
年
度

会
報
補
助
金
提
供
者（
敬
称
略
）

【
賛
助
金
】

北
條
　
　
勇 (

昭
39
年
卒)･････

１
万
円

萬
納
　
宏
俊 (

昭
51
年
卒)･････

６
千
円

佃
　
　
昭
幸 (

昭
31
年
卒)･････

５
千
円

関
　
　
邦
義 (

昭
33
年
卒)･････

５
千
円

中
山
イ
ツ
子 (

昭
34
年
卒)･････

５
千
円

齋
藤
　
　
昭 (

昭
36
年
卒)･････

５
千
円

大
森
　
　
正 (

昭
39
年
卒)･････

５
千
円

池
田
　
政
廣 (

昭
39
年
卒)･････

５
千
円

入
谷
　
　
稔 (

昭
39
年
卒)･････

５
千
円

西
木
　
茂
雄 (

昭
41
年
卒)･････

５
千
円

串
田
　
裕
司 (

昭
46
年
卒)･････

５
千
円

藤
川
　
和
信 (

昭
46
年
卒)･････

５
千
円

橋
川
　
愼
司 (

昭
52
年
卒)･････

５
千
円

前
田
　
裕
弘 (

昭
54
年
卒)･････

５
千
円

堀
　
　
眞
英 (

昭
54
年
卒)･････

５
千
円

福
光
　
　
徹 (

昭
56
年
卒)･････

５
千
円

久
保
　
文
典 (

昭
45
年
卒)･････

３
千
円

塚
本
　
初
江 (

昭
49
年
卒)･････

３
千
円

須
田
　
賢
二 (

昭
56
年
卒)･････

３
千
円

太
田
郁
治
郎 (

昭
56
年
卒)･････

３
千
円

【
寄
付
金
】

安
西
　
　
愈 (

昭
32
年
卒)･････

４
万
円

茨
木
　
美
雅 (

昭
49
年
卒)･････

８
千
円

【
法
被
協
賛
】

溝
渕
　
利
幸 (

昭
28
年
卒)･････

２
万
円

安
西
　
　
愈 (

昭
32
年
卒)･････

２
万
円

楠
　
昭
次
郎 (

昭
35
年
卒)･････

２
万
円

秋
山
　
典
久 (

昭
52
年
卒)･････

２
万
円

堀
　
　
眞
英 (

昭
54
年
卒)･････

２
万
円

一
般
年
会
費
納
入
者 

２
２
８
名

速記（11）図書（2）ブラスバンド（10）放送（3）ユネスコ（3）理学（1）
ESS（1）英･カナ･和タイプ（13）音楽（1）絵画美術（3）家政（2）ギター
（3）経済調査（3）購買（1）英・語学（4）国際（5）茶道（1）写真（3）珠算
（18）書道（5）新聞（5）生物（4）速記（1）陸上（15）野球（89）応援（6）弓
道（5）剣道（12）サッカー（17）柔道（5）水泳（6）ソフトボール（4）体操
（1）卓球（8）テニス（16）登山（3）バスケットボール（11）バドミントン（3）
バレーボール（9）ハンドボール（3）ボクシング（1）ヨット（6）

後
輩
達
の
活
躍

を
応
援
し
よ
う

第46回全国高等学校
柔道選手権大会
出場おめでとう！

日本武道館

東京支部　文化部・運動部OB、OG在籍数 ※括弧内は人数

物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　申
し
上
げ
ま
す

事
務
局
便
り

高
橋 

正
泰 

様（
昭
40
年
卒
）

藤
谷 

　博 

様（
昭
49
年
卒
）

か
つ
て
東

京
都
港
区
三

田
に
は
、「
讃

岐
会
館
」
と

い
う
香
川
県
の
宿
泊
施
設
が

あ
り
ま
し
た
（
2
0
2
0
年

閉
館
）。

現
在
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
が
多
く
な
い
時
代
に

は
、
香
川
県
民
が
上
京
す
る

際
の
宿
は
、
ま
ず
は
讃
岐
会

館
と
考
え
る
ほ
ど
、
県
民
に

と
っ
て
は
身
近
な
施
設
で
し

た
。国

の
予
算
編
成
時
期
に

は
、
会
館
内
に
作
戦
本
部
を

置
い
て
何
日
も
泊
ま
り
込
ん

だ
り
、
国
の
職
員
と
の
懇
談

の
場
と
し
て
利
用
し
た
り
、

正
に
香
川
県
の
大
使
館
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
敷
地
内
に
は
東
京

都
内
に
勤
務
し
て
い
る
県
職

員
の
た
め
の
住
宅
も
あ
り
、

東
京
出
張
の
際
に
は
、
同
僚

を
訪
ね
部
屋
で
飲
み
明
か
し

た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
郷
土
の
若
手
演

奏
家
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
り
、
県
産
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
本
場

の
讃
岐
う
ど
ん
を
提
供
し
た

り
す
る
な
ど
、
県
民
や
県
出

身
者
が
集
い
、
交
流
す
る
場

と
し
て
も
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
長
く
親
し
ま

れ
て
き
た
讃
岐
会
館
で
し
た

が
、
建
物
が
老
朽
化
し
、
耐

震
基
準
や
建
築
基
準
法
の
用

途
制
限
の
た
め
、
宿
泊
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
出
て

き
た
の
が
、
讃
岐
会
館
を
含

む
三
田
小
山
町
西
地
区
再
開

発
事
業
の
計
画
で
し
た
。
県

と
し
て
は
、
こ
の
再
開
発
に

参
加
し
、
完
成
し
た
建
物
の

中
で
1
3
0
0
㎡
程
度
確
保

し
た
ス
ペ
ー
ス
を
、
こ
れ
ま

で
讃
岐
会
館
が
担
っ
て
い
た

県
民
や
県
出
身
者
の
交
流
や

情
報
発
信
の
拠
点
機
能
を
継

承
で
き
る
よ
う
、
飲
食
店
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
オ

フ
ィ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー

ス
等
と
し
て
活
用
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
再
開
発
事
業
は
順

調
に
進
ん
で
い
て
、
12
階
建

て
だ
っ
た
讃
岐
会
館
本
館
も

す
っ
か
り
解
体
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

再
開
発
事
業
の
竣
工
は

2
0
2
8
年
の
予
定
で
、
ま

だ
少
し
先
に
な
り
ま
す
が
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
「
讃

岐
会
館
」
を
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

学
校
だ
よ
り

紫
雲
会
事
務
局

谷
畑  
祐
二
﹇
昭
61
年
卒
﹈

事務局から

香
川
県
東
京
事
務
所
長

森
岡 

英
司

東
京
讃
岐
会
館

の
思
い
出

思い出

東
京
支
部

の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ

り
大
変
お
世

話
に
な
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見

え
は
じ
め
た
か
と
思
う
と
、

代
わ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
猛
威
を
ふ
る
う
と
い
う
１

年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
と
し
て
は
体
育
祭
、
文

化
祭
、
修
学
旅
行
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実

施
な
ど
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前

に
戻
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま

す
。
同
窓
会
関
係
行
事
に
つ

い
て
も
理
事
・
評
議
員
会
や

総
会
な
ど
も
盛
大
に
行
わ

れ
、
学
校
に
活
気
が
戻
っ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
４
年
に
完
成

し
た
南
体
育
館
の
こ
け
ら
落

と
し
が
令
和
５
年
度
９
月
23

日
の
紫
雲
会
総
会
前
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
商
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
対
香
川

銀
行
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
シ

ラ
ソ
ル
）
の
記
念
試
合
は
、

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
昨
年

よ
り
日
本
リ
ー
グ
参
戦
中
の

香
川
銀
行
に
軍
配
が
あ
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
支
部

か
ら
安
西
顧
問
、
池
田
顧

問
、
堀
支
部
長
も
遠
方
よ
り

ご
来
校
、ご
観
覧
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。卒

業
式
前
日
の
２
月
29
日

に
は
紫
雲
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
岡
会
長
へ
代
表

生
徒
が
宣
誓
書
を
読
み
上
げ

た
後
、
今
年
は
何
年
か
ぶ
り

に
堀
東
京
支
部
長
、
外
山
大

阪
支
部
長
も
参
加
さ
れ
、
２

９
９
名
の
卒
業
生
を
前
に
各

支
部
の
取
り
組
み
や
各
支
部

総
会
へ
の
参
加
な
ど
、
熱
心

に
呼
び
か
け
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
も
多
く
の
部

活
動
が
活
躍
を
み
せ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
は
運
動
部
団
体
個

人
を
含
め
、
８
競
技
出
場
、

文
化
部
は
７
つ
の
部
が
競
技

大
会
や
全
国
総
文
祭
出
展
な

ど
、
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
し

た
。特

に
、
ヨ
ッ
ト
部
は
男
女

コ
ン
バ
イ
ン
ド
３
位
、
男
女

４
２
０
級
５
位
、
７
位
、
柔

道
部
は
男
女
と
も
個
人
５
位

入
賞
、
さ
ら
に
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子
個
人
で
ベ
ス
ト

８
、
陸
上
は
男
子
棒
高
跳
で

８
位
入
賞
、
珠
算
・
電
卓
部

は
応
用
計
算
個
人
で
優
勝
、

電
卓
団
体
競
技
３
位
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。ま
た
、新
人
大
会
は
サ
ッ

カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
ソ
フ

ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
、

ヨ
ッ
ト
、
柔
道
、
卓
球
男
子

が
優
勝
を
勝
ち
と
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
う
け
て
、

５
つ
の
競
技
が
３
月
に
各
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜
大

会
な
ど
に
出
場
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
紫
雲
会
総

会
で
す
が
、９
月
23
日
（
月
）

正
午
か
ら
ホ
テ
ル
パ
ー
ル

ガ
ー
デ
ン
で
の
開
催
予
定
で

す
。
是
非
、
多
く
の
方
々
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
紫

雲
会
東
京
支
部
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
今
後
の

ご
発
展
を
祈
念
し
、
は
な
は

だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
近

況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
と
も
高
松
商
業

高
校
紫
雲
会
に
ご
支
援
・
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



5面　　令和 6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京 4面　　令和6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京

TOPICS
トピックス

部活動

今年の部活動のトピックス

大会には、男子の部では中村 祥太郎選手、大谷 宙輝選手、女子の部では芳
田 美羽選手、佐久間 絵菜選手がそれぞれ出場しました。

紫
雲
会
東
京
で
は
、
関

東
地
域
開
催
の
全
国
大
会

出
場
チ
ー
ム
、
選
手
へ
お

祝
い
金
（
３
万
円
）
を
贈

呈
し
て
激
励
を
し
て
お
り

ま
す
。

各
部
活
動
の
先
輩
方
も

声
を
掛
け
合
っ
て
応
援
に

駆
け
つ
け
、
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
。

下
記
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活

別
東
京
支
部
在
籍
数
を
ご

連
絡
致
し
ま
す
。
是
非
部

活
別
で
の
懇
親
を
希
望
し

ま
す
。尚
、個
人
情
報
の
関

係
か
ら
お
名
前
、等
の
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局 

堀
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

- S
iunkai.TOKYO -

GOLF CONPETITION

第１7回ゴルフ大会のご報告
10月4日（水）CPGカントリークラブ
優勝 ･････････････ 藤川 和信（昭46年卒）
準優勝 ･･･････････ 堀　眞英（昭54年卒）
３位 ･････････････ 太田 政輝（昭40年卒）
ベストグロス賞 ･･･太田 政輝（昭40年卒） 

令和５年度

第１8回ゴルフ大会のご報告
4月5日（金）四街道ゴルフ倶楽部
優勝 ･････････････ 久保 文典（昭45年卒）
準優勝 ･･･････････ 北條 勇（昭39年卒）
３位 ･････････････ 池下 高広（昭57年卒）
ベストグロス賞 ･･･北條 勇（昭39年卒） 

令和6年度 今
回
は
残
念
な
が
ら

秋
晴
れ
の
好
天
で
は
無

く
、
ス
タ
ー
ト
時
小
雨

の
下
で
の
ゴ
ル
フ
で
し

た
が
、
５
ホ
ー
ル
目
位

か
ら
雨
も
あ
が
り
、
楽

し
い
親
睦
ゴ
ル
フ
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
は
、
若
手
の
活

躍
が
目
立
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
旧
来
か
ら
の

参
加
者
も
強
烈
な
刺
激

を
受
け
て
、
今
回
は
旧

来
か
ら
の
参
加
者
で
あ

る
、
藤
川
和
信
さ
ん
が

２
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
２
位
は
堀

眞
英
支
部
長
、
３
位
は

太
田
政
輝
さ
ん
で
し

た
。Ｂ

・
Ｇ
も
３
位
の
太

田
さ
ん
で
し
た
。

今
回
は
春
の
菜
種
梅
雨
の

中
、
曇
り
空
で
気
温
も
10
度

と
２
月
後
半
の
寒
さ
の
中
、

心
配
し
て
い
た
雨
に
降
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
楽
し
い
親
睦

ゴ
ル
フ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
参
加
者
が
12
名
と

少
な
い
人
数
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
最
近
の
大
会
は

若
手
の
活
躍
が
目
立
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
も
旧
来

か
ら
の
参
加
者
で
あ
る
、
久

保
文
則
さ
ん
が
２
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
２
位

は
北
條
　
勇
名
誉
支
部
長
、

３
位
は
若
手
の
池
下
高
広
さ

ん
で
し
た
。
Ｂ
・
Ｇ
は
２
位

の
北
條
　
勇
名
誉
支
部
長
で

し
た
。

令和６年９月９日(月)

千葉県市原市川在974 TEL 0436-36-1251
クラブバスＪＲ五井駅東口 8時30分
（バス利用は事前予約が必要です。）

幹事 尾﨑行雄(昭49年卒)
締切り
申込み先

第19回ゴルフ大会のご案内
令和6年10月18日(金)CPGカントリークラブ
朝９時(スタートアウト/９時２７分～７組)

女性のご参加大歓迎！若手会員の皆様も
ご参加ください。皆様のご参加をお待ちしております。

令
和
6
年
度

会
報
補
助
金
提
供
者（
敬
称
略
）

【
賛
助
金
】

北
條
　
　
勇 (

昭
39
年
卒)･････

１
万
円

萬
納
　
宏
俊 (

昭
51
年
卒)･････

６
千
円

佃
　
　
昭
幸 (

昭
31
年
卒)･････

５
千
円

関
　
　
邦
義 (

昭
33
年
卒)･････

５
千
円

中
山
イ
ツ
子 (

昭
34
年
卒)･････

５
千
円

齋
藤
　
　
昭 (

昭
36
年
卒)･････

５
千
円

大
森
　
　
正 (

昭
39
年
卒)･････

５
千
円

池
田
　
政
廣 (

昭
39
年
卒)･････

５
千
円

入
谷
　
　
稔 (

昭
39
年
卒)･････

５
千
円

西
木
　
茂
雄 (

昭
41
年
卒)･････

５
千
円

串
田
　
裕
司 (

昭
46
年
卒)･････

５
千
円

藤
川
　
和
信 (

昭
46
年
卒)･････

５
千
円

橋
川
　
愼
司 (

昭
52
年
卒)･････

５
千
円

前
田
　
裕
弘 (

昭
54
年
卒)･････

５
千
円

堀
　
　
眞
英 (

昭
54
年
卒)･････

５
千
円

福
光
　
　
徹 (

昭
56
年
卒)･････

５
千
円

久
保
　
文
典 (

昭
45
年
卒)･････

３
千
円

塚
本
　
初
江 (

昭
49
年
卒)･････

３
千
円

須
田
　
賢
二 (

昭
56
年
卒)･････

３
千
円

太
田
郁
治
郎 (

昭
56
年
卒)･････

３
千
円

【
寄
付
金
】

安
西
　
　
愈 (

昭
32
年
卒)･････

４
万
円

茨
木
　
美
雅 (

昭
49
年
卒)･････

８
千
円

【
法
被
協
賛
】

溝
渕
　
利
幸 (

昭
28
年
卒)･････

２
万
円

安
西
　
　
愈 (
昭
32
年
卒)･････

２
万
円

楠
　
昭
次
郎 (
昭
35
年
卒)･････

２
万
円

秋
山
　
典
久 (
昭
52
年
卒)･････

２
万
円

堀
　
　
眞
英 (

昭
54
年
卒)･････

２
万
円

一
般
年
会
費
納
入
者 
２
２
８
名

速記（11）図書（2）ブラスバンド（10）放送（3）ユネスコ（3）理学（1）
ESS（1）英･カナ･和タイプ（13）音楽（1）絵画美術（3）家政（2）ギター
（3）経済調査（3）購買（1）英・語学（4）国際（5）茶道（1）写真（3）珠算
（18）書道（5）新聞（5）生物（4）速記（1）陸上（15）野球（89）応援（6）弓
道（5）剣道（12）サッカー（17）柔道（5）水泳（6）ソフトボール（4）体操
（1）卓球（8）テニス（16）登山（3）バスケットボール（11）バドミントン（3）
バレーボール（9）ハンドボール（3）ボクシング（1）ヨット（6）

後
輩
達
の
活
躍

を
応
援
し
よ
う

第46回全国高等学校
柔道選手権大会
出場おめでとう！

日本武道館

東京支部　文化部・運動部OB、OG在籍数 ※括弧内は人数

物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　申
し
上
げ
ま
す

事
務
局
便
り

高
橋 

正
泰 

様（
昭
40
年
卒
）

藤
谷 

　博 

様（
昭
49
年
卒
）

か
つ
て
東

京
都
港
区
三

田
に
は
、「
讃

岐
会
館
」
と

い
う
香
川
県
の
宿
泊
施
設
が

あ
り
ま
し
た
（
2
0
2
0
年

閉
館
）。

現
在
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
が
多
く
な
い
時
代
に

は
、
香
川
県
民
が
上
京
す
る

際
の
宿
は
、
ま
ず
は
讃
岐
会

館
と
考
え
る
ほ
ど
、
県
民
に

と
っ
て
は
身
近
な
施
設
で
し

た
。国

の
予
算
編
成
時
期
に

は
、
会
館
内
に
作
戦
本
部
を

置
い
て
何
日
も
泊
ま
り
込
ん

だ
り
、
国
の
職
員
と
の
懇
談

の
場
と
し
て
利
用
し
た
り
、

正
に
香
川
県
の
大
使
館
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
敷
地
内
に
は
東
京

都
内
に
勤
務
し
て
い
る
県
職

員
の
た
め
の
住
宅
も
あ
り
、

東
京
出
張
の
際
に
は
、
同
僚

を
訪
ね
部
屋
で
飲
み
明
か
し

た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
郷
土
の
若
手
演

奏
家
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
た
り
、
県
産
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
本
場

の
讃
岐
う
ど
ん
を
提
供
し
た

り
す
る
な
ど
、
県
民
や
県
出

身
者
が
集
い
、
交
流
す
る
場

と
し
て
も
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
長
く
親
し
ま

れ
て
き
た
讃
岐
会
館
で
し
た

が
、
建
物
が
老
朽
化
し
、
耐

震
基
準
や
建
築
基
準
法
の
用

途
制
限
の
た
め
、
宿
泊
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
出
て

き
た
の
が
、
讃
岐
会
館
を
含

む
三
田
小
山
町
西
地
区
再
開

発
事
業
の
計
画
で
し
た
。
県

と
し
て
は
、
こ
の
再
開
発
に

参
加
し
、
完
成
し
た
建
物
の

中
で
1
3
0
0
㎡
程
度
確
保

し
た
ス
ペ
ー
ス
を
、
こ
れ
ま

で
讃
岐
会
館
が
担
っ
て
い
た

県
民
や
県
出
身
者
の
交
流
や

情
報
発
信
の
拠
点
機
能
を
継

承
で
き
る
よ
う
、
飲
食
店
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
オ

フ
ィ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー

ス
等
と
し
て
活
用
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
再
開
発
事
業
は
順

調
に
進
ん
で
い
て
、
12
階
建

て
だ
っ
た
讃
岐
会
館
本
館
も

す
っ
か
り
解
体
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

再
開
発
事
業
の
竣
工
は

2
0
2
8
年
の
予
定
で
、
ま

だ
少
し
先
に
な
り
ま
す
が
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
「
讃

岐
会
館
」
を
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

学
校
だ
よ
り

紫
雲
会
事
務
局

谷
畑  

祐
二
﹇
昭
61
年
卒
﹈

事務局から

香
川
県
東
京
事
務
所
長

森
岡 

英
司

東
京
讃
岐
会
館

の
思
い
出

思い出

東
京
支
部

の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ

り
大
変
お
世

話
に
な
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
が
見

え
は
じ
め
た
か
と
思
う
と
、

代
わ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
猛
威
を
ふ
る
う
と
い
う
１

年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
校
と
し
て
は
体
育
祭
、
文

化
祭
、
修
学
旅
行
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実

施
な
ど
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
前

に
戻
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま

す
。
同
窓
会
関
係
行
事
に
つ

い
て
も
理
事
・
評
議
員
会
や

総
会
な
ど
も
盛
大
に
行
わ

れ
、
学
校
に
活
気
が
戻
っ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
４
年
に
完
成

し
た
南
体
育
館
の
こ
け
ら
落

と
し
が
令
和
５
年
度
９
月
23

日
の
紫
雲
会
総
会
前
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
商
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
対
香
川

銀
行
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
（
シ

ラ
ソ
ル
）
の
記
念
試
合
は
、

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
昨
年

よ
り
日
本
リ
ー
グ
参
戦
中
の

香
川
銀
行
に
軍
配
が
あ
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
支
部

か
ら
安
西
顧
問
、
池
田
顧

問
、
堀
支
部
長
も
遠
方
よ
り

ご
来
校
、ご
観
覧
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。卒

業
式
前
日
の
２
月
29
日

に
は
紫
雲
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
岡
会
長
へ
代
表

生
徒
が
宣
誓
書
を
読
み
上
げ

た
後
、
今
年
は
何
年
か
ぶ
り

に
堀
東
京
支
部
長
、
外
山
大

阪
支
部
長
も
参
加
さ
れ
、
２

９
９
名
の
卒
業
生
を
前
に
各

支
部
の
取
り
組
み
や
各
支
部

総
会
へ
の
参
加
な
ど
、
熱
心

に
呼
び
か
け
ら
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
も
多
く
の
部

活
動
が
活
躍
を
み
せ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
は
運
動
部
団
体
個

人
を
含
め
、
８
競
技
出
場
、

文
化
部
は
７
つ
の
部
が
競
技

大
会
や
全
国
総
文
祭
出
展
な

ど
、
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
し

た
。特

に
、
ヨ
ッ
ト
部
は
男
女

コ
ン
バ
イ
ン
ド
３
位
、
男
女

４
２
０
級
５
位
、
７
位
、
柔

道
部
は
男
女
と
も
個
人
５
位

入
賞
、
さ
ら
に
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子
個
人
で
ベ
ス
ト

８
、
陸
上
は
男
子
棒
高
跳
で

８
位
入
賞
、
珠
算
・
電
卓
部

は
応
用
計
算
個
人
で
優
勝
、

電
卓
団
体
競
技
３
位
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。ま
た
、新
人
大
会
は
サ
ッ

カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
ソ
フ

ト
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子
、

ヨ
ッ
ト
、
柔
道
、
卓
球
男
子

が
優
勝
を
勝
ち
と
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
う
け
て
、

５
つ
の
競
技
が
３
月
に
各
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜
大

会
な
ど
に
出
場
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
紫
雲
会
総

会
で
す
が
、９
月
23
日
（
月
）

正
午
か
ら
ホ
テ
ル
パ
ー
ル

ガ
ー
デ
ン
で
の
開
催
予
定
で

す
。
是
非
、
多
く
の
方
々
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
紫

雲
会
東
京
支
部
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
今
後
の

ご
発
展
を
祈
念
し
、
は
な
は

だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
近

況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
と
も
高
松
商
業

高
校
紫
雲
会
に
ご
支
援
・
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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券売機登場松山線全通の新聞記事

高松駅 駅ホーム 駅前花時計
高松駅 バス停

高松駅 駅舎 現在のJR高松駅北側現在のJR高松駅＆駅ビル（オルネ）

現在の屋島 現在の花時計現在の高松港＆サンポートアリーナ

現在の高松駅（改札口） 現在建設中の徳島文理大学（高松駅を上から撮影）現在の玉藻城

写真で辿る故郷の今昔
高松駅

(JR四国様提供)

紫雲会東京支部創立90周年記念総会紫雲会東京支部創立90周年記念総会

東
京
支
部
総
会
が
令
和
５

年
７
月
８
日
12
時
か
ら
銀
座

の
銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
来
賓
の
皆
様

（
紫
雲
会
本
部
、
大
阪
支
部
、

学
校
等
か
ら
）
を
含
め
お
よ

そ
１
２
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
役
員
人
事
、
予

算
、
活
動
計
画
等
新
年
度
の

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
人
事
で
新
支
部
長
に

は
、
昭
和
54
年
卒
の
堀 

眞

英
氏
が
選
ば
れ
新
役
員
も
あ

わ
せ
て
決
定
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
移
り
来
賓
の
皆

様
を
含
め
同
期
生
、
先
輩
、

後
輩
と
の
再
会
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

①
高
松
一
高
出
身
の
西
浦

詩
織
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
会

②
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
野
球
解

説
者
の
大
矢
正
成
氏
の
高
校

野
球
界
の
現
状
解
説
と
山
口

冨
士
雄
高
商
俱
楽
部
会
長
、

52
年
前
の
ベ
ス
ト
４
メ
ン

バ
ー
大
北
敏
博
氏
ら
を
交
え

た
甲
子
園
談
義
で
話
は
尽
き

ず
予
定
時
間
を
延
長
す
る
ほ

ど
で
し
た
。

談
義
の
前
に
は
46
年
前
の

映
像
や
88
回
春
の
選
抜
甲
子

園
大
会
決
勝
戦
の
映
像
を
は

じ
め
昨
年
夏
、
今
年
春
の
大

会
等
で
の
活
躍
状
況
を
懐
か

し
く
視
聴
し
ま
し
た
。

90
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

で
早
く
か
ら
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
な
が
ら
度
重
な
る

変
更
に
も
拘
わ
ら
ず
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

紫
雲
会
東
京
支
部

　
前
支
部
長
　
北
條
　
勇

　
新
支
部
長
　
堀
　
眞
英

令和5年7月8日(土)銀座フェニックスプラザ 東京都中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館
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東
京
紫

雲
会
の
会

員
の
み
な

さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

母
校
、
高
松
商
業
高
校
の
教

育
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
３
月
１
日
に

令
和
５
年
度
の
卒
業
生
を
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
入
学
当

初
か
ら
の
２
年
間
を
数
多
く

の
制
約
を
受
け
な
が
ら
の
高

校
生
活
を
強
い
ら
れ
た
生
徒

た
ち
で
し
た
が
、
特
に
最
終

学
年
と
な
っ
た
令
和
５
年
度

は
、
学
校
の
内
外
の
あ
ら
ゆ

る
活
動
が
多
少
の
配
慮
は
あ

っ
た
も
の
の
、
全
て
コ
ロ
ナ

前
と
同
等
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
彼
ら
は
そ
れ
ま
で

の
ハ
ン
デ
ィ
も
全
く
感
じ
さ

せ
な
い
活
躍
ぶ
り
で
、
充
実

し
た
日
々
を
駆
け
抜
け
て
く

れ
ま
し
た
。
総
勢
２
９
９
名

の
卒
業
生
の
う
ち
、
約
30
名

ほ
ど
が
故
郷
を
離
れ
首
都
圏

に
次
の
進
路
を
定
め
て
い
ま

す
。
か
つ
て
に
比
べ
関
西
や

西
日
本
志
向
が
強
ま
っ
て
い

る
県
下
の
高
校
の
進
路
傾
向

と
し
て
は
、
本
校
は
関
東
に

進
む
生
徒
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
卒

業
式
の
前
日
の
同
窓
会
入
会

式
に
は
、
東
京
紫
雲
会
よ
り

支
部
長
の
堀 

眞
英
様
に
も

ご
臨
席
賜
り
、
あ
た
た
か
い

激
励
の
こ
と
ば
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
感
謝
申
し
あ
げ

る
と
と
も
に
、
新
天
地
で
の

彼
ら
の
前
途
も
ま
た
ご
支
援

い
た
だ
け
れ
ば
と
、
諸
先
輩

に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

卒
業
生
に
続
く
次
の
世
代

の
生
徒
た
ち
も
先
輩
に
負
け

な
い
活
躍
の
胎
動
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
春
の

全
国
選
抜
大
会
に
は
本
校
か

ら
５
つ
の
部
活
動
が
香
川
県

や
四
国
を
代
表
し
て
出
場
し

ま
す
。
こ
の
勢
い
で
令
和
６

年
度
も
皆
様
に
元
気
を
お
届

け
で
き
た
ら
、
と
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

紫
雲
会

東
京
支
部

の
皆
様
に

お
か
れ
て

は
日
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
は
日
頃
か
ら
紫
雲
会
の
活

動
に
つ
い
て
格
別
な
ご
支
援

を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

東
京
支
部
は
設
立
か
ら
90

年
を
超
え
て
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
90
年
前
と
言

え
ば
戦
前
の
事
で
あ
り
、
古

く
か
ら
高
商
の
先
輩
方
が
首

都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の

間
日
本
の
社
会
に
は
大
き
な

変
動
が
あ
り
ま
し
た
。
首
都

東
京
に
お
け
る
変
動
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
変
動
の
中
で
今

日
ま
で
東
京
支
部
の
活
動
が

続
い
て
い
る
の
は
、
ひ
と
え

に
役
員
の
皆
様
方
や
会
員
の

皆
様
方
の
母
校
愛
に
よ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
卒
業
し
て

何
年
経
っ
て
も
母
校
へ
の
思
い

は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
ヨ
ッ
ト
部
が
世
界
選

手
権
出
場
と
い
う
快
挙
を
遂

げ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
へ

の
遠
征
の
費
用
が
高
額
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

卒
業
し
た
ば
か
り
の
ヨ
ッ
ト

部
Ｏ
Ｂ
が
東
京
支
部
の
総
会

に
出
席
し
寄
付
の
お
願
い
を

し
た
と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様

か
ら
多
額
の
寄
付
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
母
校
愛

の
表
れ
と
思
い
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
生
徒
た
ち
が
大

会
で
東
京
方
面
に
来
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
折
に
は
、
引
き
続

き
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な
ど

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
へ
の
ご
支
援
、
紫
雲
会
へ

の
ご
協
力
を
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
部
の
今
後
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紫
雲
会
会
長
挨
拶

紫
雲
会
会
長

岡
　義
博
﹇
昭
43
年
卒
﹈

紫
雲
会

大
阪
支
部
長
挨
拶

紫
雲
会
大
阪
支
部
長

外
山 

公
一
﹇
昭
50
年
卒
﹈

ご挨拶

紫
雲
会

東
京
支
部

の
皆
様
に

お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

校
長
挨
拶

ご挨拶

高
松
商
業
高
等
学
校

校
長
　  

山
本 

主
税

ご挨拶

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
６
月
、
創
立
70
周

年
記
念
の
定
時
総
会
で
支
部

長
と
な
り
早
２
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
野
球

部
の
甲
子
園
出
場
で
す
が
、

昨
年
春
の
選
抜
野
球
大
会
以

来
２
０
２
３
年
夏
・
２
０
２

４
年
春
の
出
場
が
果
た
せ
て

い
な
い
中
で
、
今
年
の
夏
の

甲
子
園
出
場
に
は
是
非
と
も

出
場
を
決
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

紫
雲
会
総
会
に
お
い
て
、

野
球
部
の
甲
子
園
出
場
の
有

無
は
本
部
・
東
京
支
部
、
大

阪
支
部
の
総
会
へ
の
参
加
率

に
大
き
く
左
右
す
る
要
因
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
大
阪
支
部
は
毎
年
６

月
開
催
、
東
京
支
部
は
７
月

開
催
と
夏
の
甲
子
園
の
出
場

の
期
待
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

参
加
率
も
上
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
今
年
の
春
の
大
会
の
結

果
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
何
と
し
て
で
も
優
勝
し

て
ほ
し
い
と
懇
願
し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
何
度
か
話
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
総
会
へ
の
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
中
で
何
と
か
し
て

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
対
策

を
講
じ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
対
策
の
第
一
弾
と

し
て
、今
年
関
西
へ
進
学
・
就

職
す
る
卒
業
生
に
対
し
５
月

に
歓
迎
ラ
ン
チ
会
を
実
施
致

し
ま
す
が
、
卒
業
前
に
歓
迎

ラ
ン
チ
会
の
案
内
を
実
施

し
、
卒
業
式
の
日
に
出
欠
の

確
認
を
取
り
ま
し
た
が
、
１

０
０
名
の
対
象
者
に
対
し
49

名
か
ら
の
返
答
が
あ
り
、
残

念
な
が
ら
参
加
希
望
者
は
８

名
で
し
た
。

欠
席
の
理
由
は
、
進
学
し

て
か
ら
の
予
定
が
わ
か
ら
な

い
の
で
返
答
で
き
な
い
、
部

活
で
行
け
な
い
、
予
定
が
あ

る
等
の
返
答
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
白
紙
回
答
の
方
も

あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
卒
業
生
に
総
会

の
案
内
を
し
て
出
席
者
は
０

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
考
え
ま

す
と
８
名
が
歓
迎
ラ
ン
チ
会

に
参
加
し
て
頂
け
る
の
は
一

歩
前
進
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
予

定
が
未
定
の
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
予
定
が
あ
る
ま
た

は
白
紙
回
答
の
方
に
も
４
月

に
案
内
を
し
て
、
参
加
者
増

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
、
何
名
の
参
加
者
に

な
っ
た
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
京
支
部
総
会
で
発
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
終
参
加
人
数
は
ま
だ
未

確
定
で
す
が
、
６
月
に
開
催

す
る
総
会
へ
の
導
線
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何

事
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
肝

に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
京
支
部
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健

勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

期間：令和5年4月1日～令和6年3月31日　単位：円 期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日　単位：円

東京支部収支・予算報告／活動報告・計画東京支部収支・予算報告／活動報告・計画
令和５年度および6年度

7日
15日

9日
20日
1日
3日

10日
29日
1日

8日

23日
4日
28日
12日
18日

29日
16日

４月

５月

６月

７月

９月
10月

11月

2月
3月

90周年記念総会に向けた事前参加人数調査アンケート
運動部238名、文化部130名 計338名へ事前に往
復はがきによる調査
返信　あり　251名（出席44名、欠席207名）
返信　無し　87名

交流委員会
第16回ゴルフ大会（四街道ゴルフクラブ）
年次幹事委員会　90周年記念総会に向けた動員打合せ
（京橋プラザ）

90周年記念総会会場にて打合せ(銀座フェニックスプラザ）
90周年記念総会打合せ（京橋プラザ）
紫雲会会報17号発行
90周年記念総会委員会メンバー12名にて打合せ　総
会出欠ハガキ発送（浜町にて）

紫雲会大阪支部総会出席
90周年記念総会会場にて打合せ（銀座フェニックスプラザ）
90周年記念総会委員会打合せ　招待客等の名札ケー
ス作成・式次第等打合せ

90周年記念総会　招待客合わせて120名（銀座フェ
ニックスプラザ）

紫雲会高松本部総会出席
第17回ゴルフ大会（ＣＰＧカントリークラブ）
常任理事会に向けた打合せ（浜町にて）
香川県人会開催（東京プリンスホテル）
常任理事会　それぞれの委員会のメンバー選出と引継
ぎについて（堀留町区民館）

高松商業高校紫雲会入会式
東京支部常任理事会

5日

8日

6日
23日
18日

4日

４月

５月

６月

７月

９月
10月
11月

1月
2月
3月

年次幹事委員会 総会関係打合せ、役員就任・退任確認
第18回ゴルフ大会　（四街道ゴルフクラブ）
年次幹事会　会報校正、総会案内状発送準備　
県人会理事会出席
総会委員会メンバー会議　総会出席者確認、司会者・

式次第確認
紫雲会大阪支部総会出席
総会委員会メンバー会議　総会直前打ち合わせ
東京支部総会
紫雲会高松本部総会出席
第19回ゴルフ大会（ＣＰＧカントリークラブ）
常任理事会・オリーブ会旅行計画
香川県人会出席
会報委員会、表彰委員会
総務委員会　次年度予算案作成
東京支部常任理事会
卒業式出席、紫雲会入会式

東京支部活動報告 東京支部活動予定

検索

東京支部会の収支報告や活動内容は、紫雲会
東京支部の公式ホームページで詳しくご覧い
ただけます。

紫雲会東京ホームページ
siunkai-tokyo.org

スマホで
スキャン

令和５年度 収支報告書紫雲会東京支部 令和６年度 収支予算書紫雲会東京支部

紫雲会 東京支部

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の全額個人負担

＊各委員会の出席者は、会議費の全額個人負担＊会報は賛助金のみ

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費半額を紫雲会が負担＊各委員会の出席者は、

会議費の全額個人負担（但し,年次幹事員会は2000円/人を紫雲会が負担）＊会報は賛助金のみ

令和

５年度
令和

6年度

支出

総会費用

　食事＠9,900×120名

　人件費

　会場費　　　　　　　　　

　出演料

　雑費　　　　　　　　　　  

　表彰　　　　　　　　　　  

総会案内 会報発送費返信はがき他

事務消耗品･通信費

旅費交通費

慶弔

振込負担金

会議費補助

　役員会

　常任理事会

　年次幹事会

　各委員会

委員会補助金

　年次幹事委員会同期会補助金

会報発行費17号紙

ホームページ更新委託費 新規スマホ用

事務局費

四国新聞

母校活動支援

予備費

552,000

119,000

90,000

21,000

100,000

2,985,859

671,000

48,000

322,000

510,000

211,000

300,000

48,000

400,000

4,000

17

5,499,876

2,211,437

366,826

46,727

222,016

20,000

40,922

57,050

457,380

77,000

50,000

55,000

30,000

1,865,518

5,499,876

収入

前年度繰越

総会会費

　男＠     10,000×  75名　

　女＠     10,000×  25名       

お祝金

役員年会費

一般年会費

会報賛助金･広告費

　賛助金　　　

　　＠      ×  名　　

　　＠      ×  名　　

　企業広告

本部補助金

収入

前年度繰越

総会会費

　男＠8,000×69名　

　女＠7,000×17名       

お祝金

役員年会費

一般年会費

会報賛助金･広告費

　賛助金　　　

　　＠5,000×18名　　

　　＠3,000×7名　　

　企業広告

本部補助金

寄付金

90周年積立から

四国新聞

利息

支出

総会費用

　食事＠12000×120名　

　会場費　(看板代)　　　　　　　　

　雑費　　　　　　　　　　  

　表彰　　　　　　　　　　  

総会案内 会報発送費返信はがき他

事務消耗品･通信費

旅費交通費

慶弔

振込負担金

会議費補助

　役員会

　常任理事会

　年次幹事会

　各委員会

委員会補助金

 年次幹事委員会同期会補助金 55,000

会報発行費18号紙

ホームページ更新委託費 

事務局費

母校活動支援

予備費

1,865,518

1,000,000

30,000

320,000

600,000

100,000

260,000

300,000

4,475,518

1,490,000

20,000

250,000

50,000

175,000

40,000

50,000

40,000

24,000

55,000

400,000

70,000

50,000

300,000

100,000

1,361,518

4,475,518

1,188,000

82,500

688,600

100,000

132,337

20,000

55,950

1,100

1,440,000

50,000

当年度収入合計(2,514,017)

計　　　　　　　　　

当年度支出合計(3,634,358)

次年度繰越　　　　　

計　　　　　　　　　

当年度収入合計(2,610,000)

計　　　　　　　　　

当年度支出合計(3,114,000)

次年度繰越　　　　　

計　　　　　　　　　

7面　　令和 6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京 6面　　令和6年 6月吉日発行 第18号紫雲会東京

券売機登場松山線全通の新聞記事

高松駅 駅ホーム 駅前花時計
高松駅 バス停

高松駅 駅舎 現在のJR高松駅北側現在のJR高松駅＆駅ビル（オルネ）

現在の屋島 現在の花時計現在の高松港＆サンポートアリーナ

現在の高松駅（改札口） 現在建設中の徳島文理大学（高松駅を上から撮影）現在の玉藻城

写真で辿る故郷の今昔
高松駅

(JR四国様提供)

紫雲会東京支部創立90周年記念総会紫雲会東京支部創立90周年記念総会

東
京
支
部
総
会
が
令
和
５

年
７
月
８
日
12
時
か
ら
銀
座

の
銀
座
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
は
来
賓
の
皆
様

（
紫
雲
会
本
部
、
大
阪
支
部
、

学
校
等
か
ら
）
を
含
め
お
よ

そ
１
２
０
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
役
員
人
事
、
予

算
、
活
動
計
画
等
新
年
度
の

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
人
事
で
新
支
部
長
に

は
、
昭
和
54
年
卒
の
堀 

眞

英
氏
が
選
ば
れ
新
役
員
も
あ

わ
せ
て
決
定
し
ま
し
た
。

懇
親
会
に
移
り
来
賓
の
皆

様
を
含
め
同
期
生
、
先
輩
、

後
輩
と
の
再
会
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

①
高
松
一
高
出
身
の
西
浦

詩
織
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

演
奏
会

②
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
野
球
解

説
者
の
大
矢
正
成
氏
の
高
校

野
球
界
の
現
状
解
説
と
山
口

冨
士
雄
高
商
俱
楽
部
会
長
、

52
年
前
の
ベ
ス
ト
４
メ
ン

バ
ー
大
北
敏
博
氏
ら
を
交
え

た
甲
子
園
談
義
で
話
は
尽
き

ず
予
定
時
間
を
延
長
す
る
ほ

ど
で
し
た
。

談
義
の
前
に
は
46
年
前
の

映
像
や
88
回
春
の
選
抜
甲
子

園
大
会
決
勝
戦
の
映
像
を
は

じ
め
昨
年
夏
、
今
年
春
の
大

会
等
で
の
活
躍
状
況
を
懐
か

し
く
視
聴
し
ま
し
た
。

90
周
年
記
念
と
い
う
こ
と

で
早
く
か
ら
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
き
な
が
ら
度
重
な
る

変
更
に
も
拘
わ
ら
ず
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

紫
雲
会
東
京
支
部

　
前
支
部
長
　
北
條
　
勇

　
新
支
部
長
　
堀
　
眞
英

令和5年7月8日(土)銀座フェニックスプラザ 東京都中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館
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今
年
は
ま
た
総
会
の
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、会
費
の
お
振
込
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

第18号
令和6年（2024年）
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昭２８卒
昭２８卒
昭２８卒
昭３１卒
昭３１卒
昭３１卒
昭３２卒
昭３４卒
昭３５卒
昭３５卒
昭３９卒
昭３９卒
昭４０卒
昭４１卒
昭４１卒
昭４２卒
昭４３卒
昭４４卒

杉ノ内　義春
藤原　　弘
若宮　　修三
宇田川　四郎
山田　二郎
佃　　昭幸
谷本　　清彦
石川　　陽造
岡田　　行正
中井　　公士
横山　　征一
北條　　　勇
山口　　智三
小河　　利行
小坂　　敏彦
大北　　友博
上村　　俊夫
宮崎　　泰敬

昭４６卒
昭４６卒
昭４７卒
昭４７卒
昭４８卒
昭４９卒
昭５０卒
昭５２卒
昭５４卒
昭５４卒
昭５４卒
昭５４卒
昭５５卒
昭５６卒
昭５６卒
昭５６卒
昭５７卒
昭５７卒

大北　　敏博
増田　　祐一
戸田　　文隆
西川　　敦仁
和木　　和夫
藤谷　　　博
富川　　正徳
橋川　　慎司
北　　 　信康
工　　　　晋
堀　　　 眞英
松本　　仁志
岡　　真二
熊田　　年陽
須田　　賢二
福光　　　徹
大森　　卓二
熊田　　智行

昭５７卒
昭５７卒
昭５８卒
昭５８卒
昭５８卒
昭５８卒
昭５９卒
昭６０卒
昭６０卒
昭６１卒
昭６２卒
昭６２卒
昭６２卒
昭６２卒
昭６３卒
平０１卒
平０３卒
平０４卒

山川　　明俊
石田　　万盛
網谷　　竜一
三嶋　　俊人
松下　　幸大
森　　 　利治
森本　　敬介
鈴木　　総一
中村　　一矢
大森　　　剛
木村　　範行
岩田　　智明
香川　　真志
岡野　　高幸
谷本　　健一
竹原　　章裕
杉山　　　忍
大林　　謙二

平０４卒
平０５卒
平０５卒
平０５卒
平０５卒
平０５卒
平０６卒
平０７卒
平０７卒
平０８卒
平０８卒
平０９卒
平０９卒
平１０卒
平１０卒
平１２卒
平１３卒
平１５卒

結城　　　元
山崎　　　剛
吉田　　　剛
池田　　宜生
野崎　　順平
大林　　恵美
小川　　敏弘
岡本　　三世
久保田　亜紀
吉田　　成良
吉村　  周平
河野　　雅也
溝渕　　隆夫
諏訪　　浩二
立岩　　直樹
緒方　　義人
太田　　智之
富田　　祐輔

平２０卒
平２１卒
平２１卒
平２１卒
平２１卒
平２２卒
平２２卒
平２５卒
平２９卒
平２９卒
平２９卒
平２９卒
平３０卒
平３０卒
令０３卒
令０４卒
令０４卒

小林　　健輔
辰亥　　央将
瀬戸　祐太郎
井上　　将司
中山　　雄介
中原　　大輝
中井　　玄貴
植草　　亮健
米麦　　圭造
植田　　響介
浦　　大輝
荒内　　俊輔
向井　　久人
植田　理久都
笠居　小史郎
坂中　　大貴
山崎　　悠矢

私
が
高
松
商
業
で
過
ご
し
た

３
年
間
は
、
野
球
を
中
心
と
し

た
毎
日
で
し
た
。
昭
和
44
年
に

甲
子
園
に
出
た
い
と
の
思
い

で
、
栃
木
県
か
ら
夢
と
希
望
を

胸
に
、
連
絡
船
に
乗
り
高
松
に

入
っ
た
日
の
事
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

高
商
に
入
学
し
て
か
ら
は
高

商
会
館
に
寄
宿
し
、
野
球
部
で

は
若
宮
先
生
、
岡
田
監
督
、
秋

か
ら
は
久
保
監
督
の
指
導
を
頂

き
、
２
年
の
春
、
夏
に
甲
子
園

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
特

に
夏
は
大
北
先
輩
は
じ
め
全

員
の
力
を
結
集
し
て
、
Ｐ
Ｌ

学
園
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の

準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
高

商
の
力
を
全
国
に
示
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
当
時
は
勝
つ

為
に
厳
し
い
規
律
と
練
習
に

明
け
暮
れ
、
無
我
夢
中
で
走

り
抜
け
ま
し
た
が
、
当
時
を

振
り
返
る
と
野
球
部
で
の
指

導
は
人
間
の
育
成
を
基
に
社

会
に
出
て
も
役
立
つ
、
正
に

理
に
適
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

チ
ー
ム
に
は
「
負
け
な
い

野
球
」
と
い
う
方
針
が
あ

り
、
理
念
と
も
言
え
る
五
箇

条
の
「
部
訓
」
は
根
本
と
な

る
考
え
方
を
示
し
、
礼
儀
、

規
律
は
理
不
尽
と
も
言
え
る

厳
し
さ
で
指
導
頂
き
ま
し

た
。そ

し
て
野
球
は
徹
底
し
た

基
本
練
習
を
経
て
ル
ー
ル
セ

オ
リ
ー
（
理
論
）
の
教
育
。

守
り
で
は
連
携
プ
レ
ー
を
含

む
全
体
の
守
備
練
習
と
個
人

ノ
ッ
ク
、
ミ
ス
が
出
た
時
の

カ
バ
ー
リ
ン
グ
。
攻
撃
で
は

打
て
な
く
て
も
点
を
取
る
為

の
バ
ン
ト
、
走
塁
他
少
な
い

チ
ャ
ン
ス
を
得
点
に
結
び
つ

け
る
練
習
。
そ
し
て
ミ
ス
が

出
る
と
徹
底
し
た
反
復
練
習

で
克
服
し
チ
ー
ム

と
し
て
完
成
さ
せ

大
会
に
臨
む
。
高

商
野
球
部
は
百
年

を
越
す
歴
史
の
中

で
代
々
こ
の
考
え

方
を
継
承
し
て
き

た
と
思
う
と
、
こ

の
一
員
で
あ
る
事

に
感
謝
す
る
ば
か

り
で
す
。

紫雲会東京支部総会開催おめでとうございます

文化部・運動部
学生時代の思い出
西川　敦仁 ［昭47年卒］

安西法律事務所
弁護士 安西 愈

（昭和32年卒）
〒104-0061
東京都中央区銀座3丁目4番地1号 大倉別館3階
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山崎 剛（平成5年卒）
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携帯 090-6344-0001 E-mail yamasaki@careerfind.co.jp
URL  https://www.careerfind.co.jp/
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事務局 須田 賢二（昭和56年卒）
携帯 090-4918-6698

三嶋 俊人（昭和58年卒）
携帯 080-4097-0422

思い出
今
回
は
、
高
商
野
球
部
昭

和
45
年
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト

４
、
個
人
打
撃
成
績
木
製

バ
ッ
ト
で
６
打
席
連
続
安
打

記
録
保
持
者
。
卒
業
後
早
稲

田
大
学
進
学
、
神
宮
で
活
躍

さ
れ
た
西
川
敦
仁
さ
ん
よ
り

高
校
時
代
の
思
い
出
な
ど
コ

メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

ご協賛いただいた、文化部・運動部のご紹介・ご案内ができるスペースです。
個人・団体は問いません。掲載したい内容がある方はお気軽に｢紫雲会東京支部事務局｣までお問い合わせください。

税理士

秋山 典久
（昭和52年卒）

サッカー部OB

株式会社全日警ビルサービス 代表取締役社長
支部長 （昭和54年卒）

〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町1丁目1番12号
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TEL 03-5820-9123（代） FAX 03-5820-9124
携帯 090-3253-5397 E-mail m-hori@zennikkei-bs.co.jp
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紫雲会 東京支部
香川県立高松商業高等学校同窓会

高松商業高等学校
野球部ＯB,OG

高商倶楽部東京
集え!OB,OG達!

計89名

紫
雲
会
東
京
支
部
の

歩
み
と
母
校
と
の
絆

名
誉
支
部
長

安
西
　愈
﹇
昭
32
年
卒
﹈

ご挨拶

支
部
長

退
任
あ
い
さ
つ

東
京
支
部
名
誉
支
部
長

北
條
　勇
﹇
昭
39
年
卒
﹈

ご挨拶

安
西
愈

前
支
部
長

（
昭
和
32

年
卒
）
か

ら
７
代
目

東
京
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
が
、支
部
長
就
任
の
話
が
、当

時
の
榎
本
恵
一
支
部
長
代
行
か

ら
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
支
部
長
に
値
す
る
資
質

も
能
力
も
無
い
と
何
度
も
お
断

り
を
し
ま
し
た
が
、
大
勢
い
る

東
京
支
部
役
員
の
中
か
ら
、
私

を
選
ん
で
く
だ
さ
る
方
が
い
る

こ
と
に
感
謝
と
母
校
へ
の
恩
返

し
が
出
来
る
こ
と
な
ら
お
受
け

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

支
部
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）か

ら
２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）ま

で
、
会
則
で
は
支
部
長
２
期
６

年
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結

果
３
期
９
年
間
努
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
３
期
目
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
え
始

め
た
た
め
、対
面
で
の
会
議
・
交

流
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
不

安
な
時
期
を
こ
の
間
過
ご
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
、90
周
年
記
念
総
会
を
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

「
サ
ン
ミ
高
松
」か
ら
、新
た
な

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
が
、「
サ

ン
ミ
高
松
」溝
渕
利
幸
会
長
か

ら
会
場
の
紹
介
と
立
派
な
料
理

を
準
備
頂
く
な
ど
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
支
部
役
員
の
活
躍

で
盛
大
に
記
念
総
会
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
支
部
長
就
任
し
た
年

の
秋
に
母
校
野
球
部
が
「
第
46

回
明
治
神
宮
野
球
大
会
」
で
初

優
勝
を
飾
り
、
翌
年
の
「
第
88

回
全
国
選
抜
高
校
野
球
大
会
」

で
55
年
振
り
に
準
優
勝
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

支
部
会
員
並
び
に
役
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
同
期
の
方
々
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
、
支

部
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
、
特
に
同
期
で
前
常
任
理

事
会
議
長
の
池
田
政
廣
君
が
支

部
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
こ
と

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
に
堀 

眞
英
さ
ん（
昭
和
54

年
卒
）
に
８
代
目
支
部
長
を
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
、
新
支
部
長
の
も

と
、
東
京
支
部
が
更
な
る
発
展

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
退
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

紫
雲
会

東
京
支
部

は
、
昭
和

10
年
頃
、

鈴
木
祥
枝

（
第
１
回
卒
、東
京
海
上
火
災
社

長
）、松
本
昇（
第
１
回
卒
、資
生

堂
社
長
）、鎌
田
正
明
（
第
２
回

卒
、東
京
商
工
中
金
理
事
長
）の

３
名
が
中
心
と
な
り
、
高
松
商

業
の
同
窓
会
を
発
足
さ
せ
、
岡

内
英
夫
氏
な
ど
が
事
務
に
あ
た

っ
た（
母
校
百
周
年
誌
）。

そ
の
後
、戦
争
中
の
中
断
期

間
は
あ
る
も
の
の
今
日
ま
で
99

年
間
続
い
て
い
る
。そ
の
間
の

歴
代
支
部
長
は
、次
の
と
お
り

で
あ
る
。初
代
鈴
木
祥
枝（
明
治

36
年
卒
）、２
代
鎌
田
正
明
氏

（
明
治
38
年
卒
）、３
代
岡
内
英

夫
氏（
大
正
15
年
卒
）、４
代
伊

丹
宏
文
氏（
昭
和
12
年
卒
）、５

代
溝
渕
利
幸
氏（
昭
28
年
卒
）、

６
代
安
西
愈
氏（
昭
32
年
卒
）、

７
代
北
条
勇
氏（
昭
39
年
卒
）、

８
代
堀
眞
英
氏（
昭 

54
年
卒
）

と
継
続
し
て
き
た
。

紫
雲
会
東
京
支
部
は
、
前
記

溝
渕
氏
（
当
時
サ
ン
ミ
高
松
社

長
）
が
支
部
長
に
就
任
し
た
後

の
平
成
16
年
頃
か
ら
従
来
の
大

先
輩
の
負
担
に
頼
る
運
営
か
ら

「
会
員
に
よ
る
会
員
の
た
め
の

同
窓
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
大

改
革
に
着
手
し
、
榎
本
恵
一
支

部
長
代
行（
昭
32
年
卒
）を
中
心

に
、会
則
、資
金
、組
織
、業
務
内

容
、
会
費
制
な
ど
今
日
の
時
代

に
マ
ッ
チ
し
た
改
革
を
進
め
、

印
刷
業
の
楠
昭
次
郎
氏（
昭
35

年
卒
）の
協
力
を
得
て
、「
紫
雲

会
東
京
」と
い
う
機
関
誌
を
平

成
19
年
に
発
刊
し
、今
日
ま
で

17
号
を
数
え
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
25
年
の
東
京
支

部
創
立
80
周
年
記
念
大
会
は
、

お
台
場
の
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
西
館

で
３
０
５
名
の
参
集
を
得
て
盛

大
に
行
っ
た
。

母
校
と
の
関
係
で
は
、
杉
ノ

内
義
春（
昭
28
年
卒
）の
応
援
団

長
の
下
、
全
国
大
会
出
場
の
母

校
の
歓
迎
会
や
応
援
は
欠
か
さ

ず
、
ま
た
募
金
に
も
協
力
し
、

雨
天
練
習
場
の
建
設
が
募
金
不

足
で
県
の
許
可
が
ピ
ン
チ
の
時
、

大
阪
支
部
と
共
同
で
募
集
金
額

の
半
分
を
頑
張
っ
て
達
成
す
る

な
ど
精
一
杯
協
力
し
て
き
た
。

生
徒
は
、
教
師
の
こ
と
を
忘

れ
て
も
教
師
は
生
徒
を
忘
れ
な

い
。
私
は
在
学
中
野
球
の
若
宮

誠
一
先
生
と
は
会
話
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
先
生
の
逝
去

後
、
奥
様
の
節
子
さ
ん
か
ら
手

紙
を
い
た
だ
い
た
。
「
主
人
は

あ
な
た
が
病
弱
（
在
学
中
結
核

で
休
学
）
な
の
に
、
東
京
に

行
っ
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
よ

く
気
に
か
け
て
話
し
て
い
た
の

で
お
手
紙
し
ま
し
た
。
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
涙
な
し

に
は
読
め
な
か
っ
た
。
母
校
と

の
絆
で
あ
る
。

JR品川駅

京急品川駅

ＳＨＩＮＡＧＡＷＡ
ＧＯＯＳ
シンガポール・シーフード・パブリック

マクドナルド
イーストタワー

メインタワー入口

アネックス
タワー

アクアパーク品川

国道15号(第一京浜) 高輪口
(西口)徒歩

2分

mango tree cafe+bar

ウィング
高輪
WEST

品川プリンスホテルメインタワー
15階 トパーズ15

場所

会 費 一律10,000円

品川プリンスホテル

お問合せ先 03-5820-9123 全日警ビルサービス内 紫雲会東京総会事務局

12:00～開始7月6日 土 受付は11:00より開始

令和6年度東京支部 総会のご案内

学生・20歳までは無料招待

（東京都港区高輪4-10-30）

会場：品川プリンスホテルメインタワー15階 トパーズ15
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